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1870 年代における大新聞投書者の属性分析
──職業・世代の変遷を中心として

石　　堂　　彰　　彦

はじめに

　本稿は，1870 年代の大新聞投書者を対象として，職業や出身地，年齢などの属性の調査・分析

を行なうことで，この時期の投書者の全般的な傾向をあきらかにすることを目的とする。

　調査対象とした新聞は，東京および横浜で発行された次の６紙である。『東京日日新聞』『郵便報

知新聞』『朝野新聞』（『公文通誌』）『東京曙新聞』（『新聞雑誌』）『横浜毎日新聞』『日新真事誌』（以

下，それぞれ『東日』『報知』『朝野』『曙』『横毎』『真事誌』と略記）。これら各紙の投書欄に掲載

された投書の投書者について調査・分析を行なった（１）。

　ところで，この時期の投書者はそもそもどのような存在だったのだろうか。新聞に投書する者は，

むろん新聞を読んでいただろう。かれらは新聞記事や他人の投書を読み，それらに対する質問や批

判，あるいは社会にとって有益な情報や社会問題などを投書した。そして掲載された自らの投書に

対する記者や他の投書者の反応を注視していたはずだ。投書者は，読者のなかでもとくに熱心な読

者だったのであり，投書者の階層や地域構成は，読者層と無縁ではない。投書者の属性をあきらか

にすることは，読者層をより具体的に把握する手がかりを得ることにつながるだろう（２）。

　一方で，投書は投書欄だけでなく，社説として掲げられることもしばしばであった。そのため投

書者はオピニオン・リーダーとして位置づけられ，その投書は世論形成に大きな意味をもつととも

に，世論を反映していたとも考えられている（３）。投書は，投書者自身の考えだけでなく，当時の

世論や投書者が居住する地域の思想状況などを知る手がかりなのである。さらに投書の内容は，そ

の投書者の社会的地位などにも密接に関連していただろう。投書者自身の属性を知るということ

は，投書が書かれた歴史的・社会的背景を知ることであり，投書内容をより深く理解するうえで重

要な意味をもつ。

　誤解をおそれずにいえば，この時期の投書者は，情報の受け手であると同時に送り手でもある，

両義的存在だったのである。こうした性格をもつ新聞投書者の研究は，新聞というメディアの受容

実態や社会的影響のありようについて，豊かな知見をもたらす可能性を秘めているといえよう。

　しかし投書者の研究は，読者層や論説記事などの研究の進展にくらべたとき，停滞しているとい



石　堂　彰　彦　　�1870 年代における大新聞投書者の属性分析──職業・世代の変遷を中心と
して144

わざるをえない（４）。その要因は，おそらく投書者の調査のむずかしさにある（５）。一部の著名な人

物を除けば，投書者の大半は各地域のごく狭い範囲でのみ知られた人物である。そのため，その人

物にかんする情報がほとんど残されていないことが多い。投書に記載された署名が，通称であった

り号であるような場合も，投書者を特定することが困難になる。また，この時期の投書の数がきわ

めて多いことも，調査をむずかしくさせる一因である。

　とはいえ，近年の人名辞典（６）の充実やインターネットの普及により，人名にかんするさまざま

な情報を，以前とはくらべものにならないほど短時間で収集できるようになった。またデジタル技

術の進展は，膨大な数のデータを個人が分析することを可能にした。本研究は，このような環境下

で可能となったのである。

　以下で投書者の調査・分析結果を提示していくが，そのまえにひとつ確認しておきたい。投書者

にかんする研究は，たんにその属性を分析するだけで終わるわけではない。属性の分析は投書者研

究の基礎となるものであり，その分析のうえに，投書内容にかんする研究が行なわれなければなら

ない。上述したように，投書者の属性と投書内容とを突き合わせ，投書者の投書意図や投書の背景，

投書者が属する地域の思想状況などをあきらかにしていくことが，投書者研究のひとつの到達点と

なる。つまり投書者を絞ってさらに深く追究していく必要があるのだが，そのさい，大新聞の投書

だけでなく，投書者が関与したであろう雑誌や地方紙なども調査する必要が生じる。そのため本稿

では，投書内容の分析は行なわず，投書者の属性や投書数の推移などの量的側面に焦点をしぼって

分析している。

１．属性判明者の概略

１−１　判明者数

　本章では，投書者全体の状況を参照しつつ，調査によって属性が判明した投書者（以下，判明者）

の全体的な傾向について検討する。

　大新聞６紙の 1870 年代における投書者総数は 10,618 人，投書掲載数は 15,642 件，このうち判明

者の数は 1,037 人，投書掲載数は 3,167 件である。投書者総数の約１割，投書掲載数では約２割に

ついて判明したことになる（７）。本稿末尾の付表に判明者の一覧を示している。

　判明者の分析は次項から行なうが，ここでは投書者全体と判明者の関係について簡単に触れてお

表１　全６紙の投書者全体・判明者の人数および判明率の推移（単位：人）

投書掲載年 1872 年 1873 年 1874 年 1875 年 1876 年 1877 年 1878 年 1879 年

投書者全体 16 1,218 3,283 3,279 1,669 935 607 351

判明者 0 149 262 379 273 140 109 80

判明率 0% 12% 8% 12% 16% 15% 18% 23%
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きたい。まず全６紙の投書者全体と判明者の人数およ

び判明率の推移は表１のようになっている。判明率が

しだいに高くなっているのは，初期を中心に 1,000 件

以上あった無署名の投書や，「一書生」といった匿名

の投書が減少していったことがおもな理由だろう。

　新聞別の投書者と判明者の人数および判明率は表

２のとおりである。『朝野』は投書者数が最も多いが，

『東日』や『報知』にくらべて判明者が少ない。一方

『真事誌』は 1875（明治８）年末で廃刊したにもかか

わらず，投書者全体の数で『曙』を上回り，『横毎』とほぼ同数である。さらに『真事誌』は，判

明者数で『曙』，『横毎』を上回っている。この判明者数の違いは，判明者のなかの官員数に起因す

ると思われるが，この点については次項で検討する。

　なおいうまでもないが，判明者は投書者全体からランダム・サンプリング等によって抽出された

わけではないため，判明者の傾向をそのまま投書者全体に適用することはできない。判明者と投書

者全体の関係を検討する際には，同時代の政治状況や各紙の特性など，量的傾向以外のさまざまな

歴史的背景を考慮する必要がある。

１−２　個々の属性ごとの傾向

　本項では，付表の属性項目ごとにその量的側面を検討する。必要に応じて，小新聞との比較も行

なっている（８）。

　まず族籍ごとの判明者数は，表３に示したように，華族 13 人，士族 511 人，平民 303 人である。

拙稿で示した小新聞の士族 54 人，平民 73 人とくらべると族籍構成の比率がほぼ逆であり，小新聞

と比較したかぎりでは大新聞に士族投書者が多い傾向がうかがえるが，士族が極端に多いともいえ

ない数字である。華族の投書者がいることも，小新聞との違いである。また族籍ごとの投書掲載数

は，華族から順に 23 件，1,758 件，896 件である。平民のなかには士族からの族籍替えを行なった

者も含まれるため，実際には士族の比率はもう少し高くなるだろう。また，新聞別の族籍構成は表

４のようになっている。『横毎』は判明者数自体が少ないためか，士族と平民の数が拮抗している

が，その他の５紙は，全体の族籍構成の比率とほぼ同じといってよい。

表２　�新聞別の投書者・判明者の人数お
よび判明率（単位：人）

投書者全体 判明者 判明率

東日 2,427 394 16%

報知 2,054 305 15%

朝野 2,674 239 9%

曙 1,143 142 12%

横毎 1,535 89 6%

真事誌 1,532 238 16%

表３　判明者の族籍構成

族籍 人数（人） 投書掲載数（件）

華族 13 23

士族 511 1,758

平民 303 896

表４　新聞別の判明者の族籍構成（単位：人）

族籍 東日 報知 朝野 曙 横毎 真事誌

華族 5 3 3 2 0 1

士族 194 170 124 72 34 116

平民 123 93 64 42 34 61
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　つぎに投書者の地域構成だが，図１には全６紙の投書者全体および判明者の地域構成を示してい

る。判明者は本籍（または出身地）だが，投書者全体では投書に記載された住所をそのまま示して

いる（９）。そのため，その住所が本籍でないことがある。とくに東京や神奈川など，寄留者が多数

を占める地域では，実際の本籍は住所とは別の府県であるケースがかなり多いだろう。しかし逆に

いえば，都市部以外では，投書記載の住所が本籍と一致する可能性が高いと推定される。また，投

書者全体と判明者の地域構成を見比べるとわかるように，遠隔地であっても投書者の多い地域で

は，判明者の数もそれに比例して多くなる傾向にある。このことは，判明者の地域構成が投書者全

体の地域構成をある程度反映していることを示していると思われる。なお小新聞では東京や神奈川

以外の地域は微々たるものだったが，大新聞では，都市部から離れた地域でも一定数の投書者が存

在しており，大新聞は全国にかなり広範に普及していたといえよう。

　表５，６には，新聞別の投書者全体および判明者の新聞別の地域構成を掲げている。投書者全体

の表５では，新聞ごとにいくつかの特徴的な傾向をみてとることができるだろう。『朝野』は東京

で，『横毎』は発行地の神奈川で，それぞれ突出している。だがそのぶん，とくに『横毎』は遠隔

地の投書者が少ない傾向にある。『曙』も同様に地方で少ない。一方『東日』，『報知』，『朝野』そ

して『真事誌』は，遠隔地でも一定数の投書者が存在する。

　地域ごとの投書者数にも特徴がある。東京およびその近郊で多いのは，新聞発行地が近いことか

ら当然だが，群馬は比較的少ない。静岡が多いのは，知識人層である旧幕臣が数多く移住している

ことが一因だろう。大阪などの大都市部や新潟，兵庫といった開港地で投書者が多いことは，文明

開化の象徴でもあった新聞に対する認知度の高さと関係しているだろう。福島や高知などの多さ

は，民権運動のさかんな土地柄を反映していると思われる。岡山や愛媛も多く，両県出身者で『曙』

に関与した者が多いことはすでに指摘されており（10），かれらが投書者としても活動していたこと

が大きいと考えられる。しかし三重が多い理由は判然としない。三重県で圧倒的に多いのは官員で

図１　全６紙の投書者全体・判明者の地域構成
（注）投書者全体の東京（3,352 人）と神奈川（500 人）は人数が多いため省略した。
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あり，ついで真宗などの宗教関係者となっているが，職業構成だけでははっきりしない。この背景

を探るには投書内容なども参照する必要があるため，この点については稿を改めて検討したい。な

お小新聞の投書者では山梨県が多かったが，大新聞ではかなり少ないことも興味深い点である。

表5　新聞別の投書者全体の地域構成（単位 :人） 表 6　新聞別の判明者の地域構成（単位 : 人）

東日 報知 朝野 曙 横毎 真事誌 東日 報知 朝野 曙 横毎 真事誌
開拓使 2 2 0 0 0 3 開拓使 2 2 0 0 0 3
北海道 3 9 3 0 0 12 北海道 0 1 0 0 0 0

東
北
地
方

青森 21 20 15 6 2 29

東
北
地
方

青森 9 7 4 3 0 12
岩手 7 7 11 3 3 5 岩手 5 4 6 3 2 3
宮城 9 30 12 6 4 4 宮城 3 9 3 3 2 1
秋田 11 6 10 10 7 11 秋田 6 2 5 2 1 4
山形 11 16 9 4 5 12 山形 7 7 3 1 1 3
福島 36 20 20 18 9 10 福島 21 5 4 7 2 5

関
東
地
方

茨城 25 24 28 23 5 24

関
東
地
方

茨城 10 8 7 7 3 9
栃木 29 15 22 15 3 14 栃木 9 4 7 4 1 1
群馬 16 18 16 8 4 6 群馬 6 6 4 2 3 2
埼玉 25 32 24 38 7 12 埼玉 16 8 7 11 2 4
千葉 40 47 54 24 12 25 千葉 12 12 7 4 2 7
東京 622 494 1,230 489 305 399 東京 37 39 28 14 14 18
神奈川 34 24 26 6 425 18 神奈川 4 4 4 3 16 2

中
部
地
方

新潟 55 21 38 11 12 26

中
部
地
方

新潟 8 9 9 4 4 3
富山 10 3 3 2 0 13 富山 3 1 2 0 0 2
石川 11 5 20 2 2 12 石川 3 3 6 0 1 2
福井 9 3 9 2 2 11 福井 3 2 2 0 1 3
山梨 5 1 6 5 5 16 山梨 1 0 0 0 1 2
長野 18 9 12 4 11 15 長野 3 6 3 4 0 6
岐阜 27 19 6 7 17 11 岐阜 8 4 2 1 3 6
静岡 50 63 45 10 14 36 静岡 21 22 14 4 4 17
愛知 20 19 15 17 8 37 愛知 6 8 3 3 3 5

近
畿
地
方

三重 53 29 16 13 5 50

近
畿
地
方

三重 19 11 5 6 0 17
滋賀 12 11 9 2 2 7 滋賀 7 3 4 1 1 3
京都 13 16 10 6 1 24 京都 8 7 3 3 1 6
大阪 39 20 20 11 6 24 大阪 8 3 6 2 0 4
兵庫 36 18 31 5 14 26 兵庫 12 7 8 1 4 11
奈良 7 1 3 1 0 2 奈良 1 1 1 1 0 1
和歌山 15 13 10 8 8 2 和歌山 7 8 6 4 2 1

中
国
地
方

鳥取 3 4 2 2 0 2
中
国
地
方

鳥取 1 4 1 1 0 0
島根 13 5 25 5 0 8 島根 5 1 4 2 0 0
岡山 41 26 19 24 4 16 岡山 20 9 8 6 1 4
広島 18 10 8 5 2 24 広島 4 3 3 1 0 4
山口 22 14 7 12 7 20 山口 5 10 1 3 3 12

四
国
地
方

徳島 10 10 7 4 3 1
四
国
地
方

徳島 9 8 5 3 3 0
香川 6 2 3 1 0 6 香川 3 2 2 0 0 3
愛媛 18 11 28 16 5 13 愛媛 1 6 5 4 1 5
高知 21 12 22 12 7 11 高知 13 8 14 9 0 6

九
州
地
方

福岡 19 8 5 6 5 13

九
州
地
方

福岡 7 6 1 3 2 4
佐賀 15 5 2 3 1 5 佐賀 6 1 2 0 0 2
長崎 15 3 10 1 5 8 長崎 6 2 5 1 2 2
熊本 12 9 13 4 2 12 熊本 9 6 5 1 0 7
大分 19 17 12 6 2 14 大分 14 13 5 3 1 8
宮崎 3 5 4 0 0 2 宮崎 3 1 3 0 0 2
鹿児島 22 9 13 8 4 17 鹿児島 11 6 2 1 0 10
沖縄 0 0 0 0 0 0 沖縄 0 0 0 0 0 0



石　堂　彰　彦　　�1870 年代における大新聞投書者の属性分析──職業・世代の変遷を中心と
して148

　年齢構成にも特徴がある。図２には大新聞と小新聞の判明者の生年構成を示したが，小新聞がほ

ぼ横ばいであるのに対し，大新聞は世代が若くなるほど増加している。ピークは 1853（嘉永６）

年生まれの 30 人であり，1850 年代後半生まれまで投書者数が多い。このことは，投書時の年齢が

20 歳代前半の者が最も多いことを示している。

　最後に職業構成だが，まず目につくのは官員の多さであろう（表７）。判明者のほぼ半数の 493

人にのぼる（11）。次に多いのが名望家の 186 人である（12）。また新聞・雑誌関係者も多い。教員（教

育関係者）の投書者も一定数存在する。読者層に官員や名望家，教員が多いことはすでに指摘され

ているとおりだが（13），投書者でも同様に数が多いことは，読者層と投書者層がある程度相関して

いることを示唆していよう。

　だが，読者層と投書者層に関連があるとすれば，医師や宗教関係者が教員と同程度の人数である

ことは，読者にも医師・宗教関係者がそれなりの規模で存在していたことを示すのだろうか。読者

に医師・宗教関係者が一定数含まれることは，管見のかぎりこれまで指摘されたことがないが，か

れらは教員同様にリテラシーが高い知識人層であり，大新聞の読者であったとしても不思議はな

い。さらに，医師は流行していた天然痘などに対応するため社会的に活発に活動していた。種痘に

関係した医師は，たとえば大野松斎や中川艮二のように，投書者に数多く含まれており，かれらの

なかには種痘積善社という医療結社に参加する者もいた。また宗教関係者では，明治新政府のもと

ですすめられた廃仏毀釈やキリスト教の布教に関する問題，さらに政教分離問題などによって，政

治に対する関心が高まっていた。僧籍の者が多数任命された教導職は，新聞縦覧所で説教を行なう

こともあり，新聞は身近なメディアでもあったろう。宗教関係者で多いのは，神道関連が 27 人，

真宗 16 人，キリスト教８人，真言宗７人などである。こうした医師・宗教関係者の多くが，この

時期の激しく変動する政治社会情報を伝える大新聞の読者であったと推定することは，当時の状況

をみれば妥当であるといえよう。

　新聞ごとの職業構成では，とくに違いがあるのは官員数である（図３）。前項で新聞ごとの判明

図２　大小新聞の判明者の生年構成

表７　職業別の投書者数
� （単位：人）

職業 人数

官員 493

名望家 186

新聞・雑誌関係者 155

医師 75

教育関係者 77

宗教関係者 81

（注）複数の職業にまたがる投書者がい
るため、職業別の人数の合計は判明者
数と一致しない。
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者数についてふれたが，その数の差には，判明した官

員の数が大きく関係している。官員数は『曙』，『横毎』

が 50 人以下とかなり少なく，『朝野』も残り３紙にく

らべると少ない。官員数がもっとも多いのは『東日』

の 203 人で，『真事誌』がそれにつづいている。『朝野』

は投書者数がもっとも多かったにもかかわらず，判明

者数が少ない原因は，直接には，判明した官員数が少

ないためである。これは太政官御用，左院御用を掲げ

た『東日』，『真事誌』などに官員の投書者が流れたこ

とを示しているように思われる。読者層にかんしては，『報知』や『朝野』など民権派新聞より『東

日』などの御用新聞に官員読者が多かったことが指摘されており（14），それが投書者にも反映した

と考えられるのである。

　なお医師は小新聞投書者にも一定数存在していたが，宗教関係者は小新聞ではほとんどみられな

かったことも指摘しておきたい。また小新聞投書者に多い都市の中小商人や戯作者も，大新聞投書

者ではほとんど確認できなかった。

　ここまで，判明者の属性ごとの特徴をみてきた。族籍の構成はほぼ通説どおりといえるが，地域

や年齢の構成における特徴的傾向や，医師や宗教関係者が一定数存在することなど，これまで判然

としなかった点についていくらかあきらかになったといえる。ただし，それぞれの属性について個

別に量的傾向をみただけであるため，年ごとの変遷や属性間の関連などについてはふれていない。

次章では，これらの点について検討する。

２．官員，名望家，新聞・雑誌関係者の動向分析

　本章では判明者の属性の量的側面について，属性間の関係をくわえてさらに詳しくみていく。そ

の際，とくにこの時期の大新聞投書者のなかでも主要な職業階層であり，かつ判明者中の人数が多

い官員，名望家，および新聞・雑誌関係者（以下，新聞関係者）を軸に検討していきたい。なお付

表をみるとわかるように，判明者によって判明している属性はまちまちである。そのため，組み合

わせる属性によって，対象となる判明者の数に違いが生じることになる。そこで集計のもととなる

判明者を一定にするため，各属性すなわち生年・本籍・族籍・職業のすべてが判明している 394 人

（華族１名は除外）を対象として，本章では分析を行なうこととする。

　まず族籍と生年（年齢）の関係からみていこう。前章の図２では，全体として若い世代が右肩上

がりで多くなっていくことを示したが，これを族籍別にみると，図４のようになる。士族のピーク

は 1850 年生まれの 14 人であり，さらにその右側に 1853，56（安政３）年生まれの各 13 人の山が

ある。しかし平民は 1848（嘉永元）年生まれの 10 人をピークとして，1850 年代には減少する。判

図３　新聞別の職業構成
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明者全体では 1850 年代まで増加していた

が，それを支えていたのは士族だったので

ある。士族と平民のこのような年齢構成の

違いは，のちに述べる職業構成とも関係す

る。

　族籍別の投書者数の推移は，図５のとお

りである。士族平民とも，1875 年まで一

貫して増加している。ただし増加数では士

族が上回っている。1873（明治６）にはほ

ぼ同数だったが，1874（明治７）年には両

者の数に差が生まれ，1875 年では２倍近

い開きが生じている。その後はいずれも減

少しているが，つねに２倍程度の数の違い

が維持されている。

　族籍と職業の関係は図６のようになって

いる。前章でみた士族と平民の全体的な構

成比は５対３だったが，官員では士族 162

人に対し平民 57 人，構成比がほぼ３対１

と，士族が占める割合がかなり高くなって

いる。だが名望家は平民のほうが多く，士族 50 人に対し平民 66 人である。その他では士族が若干

多い傾向にある。同様に投書掲載数について族籍と職業の関係を示したのが図７である。一見して

新聞関係者の投書掲載数がかなり多いことがわかる。図６と比較すると，他の職業では１人あたり

平均投書掲載数は多くても３，４件だが，新聞関係者では１人あたり５〜８件であり，他の職業に

くらべ突出して多くなっている。

　族籍と生年の関係については上述したが，これに職業を加え，職業と生年・族籍の関係をみてお

図４　族籍別の生年構成 図５　族籍別の投書者数推移

図６　職業別の族籍構成
� （投書者数）

図７　職業別の族籍構成
� （投書掲載数）

図８　族籍・職業別の生年構成
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きたい。ここでは官員，名望家，新聞関係者に絞って検討する。図８では，官員，名望家，新聞関

係者をそれぞれ士族と平民に分けてグラフ化している。まずもっとも高い山を作っているのは，官

員（士族）である。1850（嘉永３）年生まれは 10 人，1853 年生まれは８人である。さらにその右

側にあるのは，新聞関係者（士族）である。1855（安政２），56 年生まれがピークであり，いずれ

も７人となっている。1850 年代後半生まれは，投書時に 20 歳前後と非常に若いが，この世代の士

族が新聞関係者の中核となっている。この世代に属するのは，矢野文雄や小松原英太郎など，著名

な人物も多い。図４でみたように，若年の士族は同世代の平民にくらべかなり多くなっていたが，

職業では官員と新聞関係者がこの世代の士族の多数を占めていたのである。なお 1840 年代前半生

まれでは，官員，新聞関係者いずれも士族と平民ではそれほど差がないが，世代が若くなるほど士

族と平民の数に開きが出ていることにも注意したい。

　一方名望家では，これもすでにみたように平民が多く，生年のピークは 1848（嘉永元）年の７

人である。士族ほどではないが，名望家も比較的若い世代が中心といえよう。1840 年代後半生ま

れの層は投書時に 30 歳前後であり，さきの図４で示した平民のピークは名望家を中心に形成され

ていたといえるだろう。

　このように官員，名望家，新聞関係者いずれもが，比較的若い世代によって構成されており，投

書者の属性を検討するうえで，世代が重要な鍵であることがわかる。そこでつぎに，世代と投書者

数の関係を検討しよう。

　図９には，10 年単位の世代ごとに，投書者数の推移を示している。1800，10 および 60 年代生ま

れはごくわずかのため省略した。1875 年に最も大きなピークを形成しているのは，1850 年代生ま

れの 54 人である。そのつぎに大きな山が，1840 年代生まれの世代である。1850 年代生まれの投書

者が，1875 年以降の投書者の多くを占めていることがわかる。一方で 1874 年以前をみると，1850

年代生まれは少数であり，最も多いのは 1840 年代生まれ，つぎに 1830 年代生まれがつづいている。

つまりこの図からいえることは，1874 年と 1875 年を境として，投書者のあきらかな世代交代が生

じたということである。

　ではなぜ 1850 年代生まれの世代が，1875 年に急増したのだろうか。この点をあきらかにするた

め，世代別の月ごとの投書者数の推移を示したのが，図 10 である。図では，1874 年１月から 1876

図９　世代別の投書者数推移 図 10　世代別の投書者数推移（月ごと）
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（明治９）年 12 月までの推移を示している。一見してわかるように，1850 年代生まれが急増して

いるのは 1875 年７月であり，同年 10 月までの４か月にわたって 15 人前後の大きな山を形成して

いる。その後はやや減少するものの，それ以前の水準にまで落ち込まず，一定の数を維持している。

　つまり 1850 年代生まれの投書者数は，1875 年６月以前はむしろ他の世代よりも少ないほどだっ

たが，1875 年７月以降急激に増加したことが，1875 年全体の増加の要因だったのである。この増

加の一因として考えられるのは，同年６月 28 日の新聞紙条例・讒謗律の布告であろう。新聞紙条

例は当時の新聞にきわめて大きな影響をあたえたが，図のような急増をみるかぎり，その影響は新

聞社だけでなく投書者にも及んだといえる。なおこの時期の新聞に大きな影響を与えた出来事とし

ては，ほかに 1874 年１月 18 日に民撰議院設立建白書が『真事誌』に掲載されたことが挙げられる

が，1875 年７月以降の急激な変化とくらべると，建白掲載後の世代の変化はほぼないに等しいと

いってよい。

　ところで新聞紙条例の第８条では，投書とともに記載された氏名が実名でない場合，禁獄および

罰金刑を科すことが規定された（15）。これにより，仮名ではなく実名を記載する投書が増加し，結

果として今回の調査で属性があきらかになった投書者がこの時期に増えたと思われる。だがこの条

文だけでは，1850 年代生まれの急増を十分に説明することはできない。というのは，もし条例の

布告以前に筆名で投書していた者が，条例によって実名をあらわさなければならなくなったとすれ

ば，他の世代でも同様にその数が増加しているはずだからである。1840 年代生まれでいくらかの

増加がみられるが，1850 年代生まれの世代の急増とくらべれば増加の割合は小さく，その期間も

短い。また，それまで他の世代よりも少ないほどだった 1850 年代生まれの世代が，条例以降に他

の世代を圧倒するほど増加し，その後もほぼ他の世代を上回る状況がつづくのである。こうした点

をふまえると，1850 年代生まれの急増は，投書の実名記載の影響も皆無ではないが，実際に 1850

年代生まれの投書者数がそれ以前より大幅に増加したことが主要な要因であると推定するのが妥当

であろう。この背景として新聞紙条例にからんだいくつもの要因が考えられるが，その検討には投

書内容や新聞社側の政治的動向など，さまざまな側面に立ち入らなければならないため，この点に

ついては稿を改めて論じることとしたい。さしあたりここでは，条例による実名記載という，投書

者調査に有利な状況が生み出されたことが主要な要因ではないことだけ確認しておけば十分だろ

う。

　さて，1875 年に増加した 1850

年代生まれの世代だが，この増加

は職業の面でも特徴がある。さき

の図 10 と同様に，1874 年１月か

ら月単位で職業ごとの投書者数の

推移を示したのが図 11 である。

もっとも増加しているのが新聞関図 11　職業別の投書者数推移
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係者であり，1875 年９月に 22 人のピークをつくっている。つぎが官員だが，増加率は新聞関係者

におよばない。名望家も若干増加しているものの，その数はごくわずかである。

　さらにこれらの職業ごとに，世代別の投書者数の推移を図 12 に示した。もっとも顕著に増加し

ているのが，新聞関係者の 1850 年代生まれの世代である。官員の 1850 年代生まれの増加は新聞関

係者ほどではないが，1840 年代生まれ以前の世代では新聞関係者の数を上回っており，官員全体

でみると新聞関係者より多くなっている。また名望家は 1876 年になってようやく，1850 年代生ま

れの世代が多数を占めるようになる。つまり 1875 年７月以降の 1850 年代生まれの急増は，職業と

しては新聞関係者の増加によっておもに支えられていたということができる。新聞関係者の多くは

民権運動とかかわりをもっており，このことは過激な言論を弾圧しようとした新聞紙条例が，か

えって急進的な若年投書者を増加させる呼び水となったとみることもできるかもしれない。なお，

さきの図５で 1875 年にかけて士族と平民の投書者数に大きな開きが生じたことを示したが，士族

増加のおもな要因は，士族が大部分を占める 1840，50 年代生まれの官員および 50 年代生まれの新

聞関係者の増加にあったのである。また新聞によって数に多少ばらつきはあるものの，各紙ともこ

の時期以降，1850 年代生まれの投書者が多数を占める構造は同じである。

　ところで，ここまで投書者の地域（本籍）構成について言及しなかったが，上述のような世代・

職業構成を踏まえたうえで，最後にこの点について触れておきたい。表８は，職業ごとに，縦軸に

10 年ごとの世代を，横軸に地方をとった投書者数の分布である。表８の左端の表は判明者全体（394

人）の分布を，その右側の表は順に官員，名望家，新聞関係者の分布を示し，さらに投書者数の多

寡を網掛けの濃淡によって示している。いずれの職業においても，関東地方の投書者が多い。だが

その他の地方では，職業ごとに一定の傾向性がみられる。まず官員の分布だが，判明者全体の分布

とくらべると，世代，地域ともに，それほど大きな違いはない。新聞関係者では，判明者全体の傾

向とくらべると若年層が多く，さらにその多くが西日本であることがわかるだろう。表には示して

いないが，西日本で新聞関係者が多い県は，高知県５人，岡山県８人，大分県８人などである。ま

た名望家は，新聞関係者とは逆に西日本で少なくなっており，東日本でやや数が多い。東北地方で

は福島県の７人が最多であり，青森県と山形県の各４人がこれにつづいている。このように官員，

図 12　職業ごとの世代別投書者数の推移
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名望家，新聞関係者の地域構成には，若干の相違がみられる。

　以上，本章では，投書者の主要な職業である官員，名望家，新聞関係者を中心にその動向を検討

してきた。1840 年代生まれの世代までは士族と平民はほぼ同数だったが，1850 年代生まれでは士

族が圧倒的に多い。これら士族の大半は，官員か新聞関係者であり，新聞関係者は西日本に多い傾

向があった。一方の平民は，官員をのぞくと名望家が多く，この名望家層は新聞関係者にくらべる

と東日本にやや多かった。そしてとくに特徴的傾向がみられたのは，時間軸でみた投書者の変遷で

ある。1874 年ころまでは，官員を中心とした 1840 年代生まれ以上の世代が，投書者の多くを占め

ていた。しかし 1875 年６月の新聞紙条例・讒謗律の布告以降，1850 年代生まれの新聞関係者が急

増し，官員や名望家でも 1850 年代生まれが他の世代を上回るようになっていった。投書者におけ

るこうした変化の背景については本稿の範囲をこえるため検討しなかったが，このような世代の変

遷は，同時代の新聞の動向を考察するうえで，重要な意義をもつ可能性があるといえよう。

むすびにかえて

　本稿では，1870 年代の大新聞の投書者について，さまざまな角度から検討してきた。むろん，

さきに述べたように，本稿で提示した投書者の傾向は，あくまでも調査によって属性が判明した投

書者の傾向であり，これが投書者全体の傾向とどの程度一致するかについては慎重な検討を要す

る。こうした限界はあるが，それを踏まえても，判明者の動向にはなお注目すべき点があると思わ

れる。

　職業では官員や名望家が読者に多いことはたびたび指摘されてきたが，医師や宗教関係者が投書

者にすくなからず存在したことは，読者にも同様に一定数存在したことを示唆するものであろう。

若年層が多いこともある程度推測されてはいたが，大新聞に投書欄が生まれてまもない 1873，74

年ころは，投書者に比較的年長の世代のほうが多かったことは，その背景も含めてさらに探究する

必要があると思われる。

　そしてとくに注目したいのは，やはり 1875 年６月の新聞紙条例・讒謗律布告後における世代の

変化である。これまで，新聞の政治的動向に大きな影響を与えたものとして，1874 年１月に『真

表８　職業ごとの世代と本籍の分布
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事誌』に掲載された民撰議院設立建白書が指摘されることが多かった。それによって，新聞に政治

的意見を投書する者がしだいに増えていったとするのが通説である。一方の上記二法については，

新聞の過激な言論を抑え込むために布告されたものであり，それによって新聞が次々に筆禍をこう

むり，あるいは新聞人が禁獄刑によって名をあげたことなどが中心に語られてきた（16）。しかし本

稿の検討結果は，すくなくとも短期的には，民撰議院設立建白書ではなく，二法の影響のほうがよ

り大きかったことを示唆している。建白書掲載後と二法布告後における判明者の動向をみるかぎ

り，後者の影響がはるかに大きいのである。とはいえ，この変化がどのような具体的内容を伴なっ

ていたかについては，本稿では検討していない。この点は今後の課題としたい。

　また上記以外にも，今回の調査・分析によっていくつかの点があきらかとなった。それによって，

投書者に関して今後どのような方向で調査を進めていくべきか，一定の見通しがえられたように思

われる。まず官員は，投書者のうち多数を占めていた職業でもあり，所属する中央・地方官庁，敕・

奏任官か判任官かなど，いくつかの属性に関して，その投書内容とともにさらに詳しく検討する必

要がある。また名望家層にかんしては，投書がさかんな地域，投書数の比較的多い投書者もあきら

かになった。こうした地域・投書者は，今回調査した新聞以外にもさまざまな雑誌・地方紙などの

メディアで活発に活動している可能性が高く，より踏み込んだ調査が可能であると推定される。こ

れら以外にも，今回の調査でははっきりしない点が多かったため言及しなかったが，この時期数多

く存在した政治・学術結社と投書者の関連についても調査を進める予定である。

注
（１）	 調査対象の新聞や投書欄についての詳細は，拙稿（2014a）「1870 年代の新聞投書者の動向に関する一考察」

『成蹊大学文学部紀要』49，155-171 ページを参照。
（２）	 なおこの時期の新聞読者層研究に関しては，内川芳美（1961）「新聞読者の変遷」『新聞研究』120，19-27 ペー

ジ，山本武利（1981）『近代日本の新聞読者層』法政大学出版局などを参照。
（３）	 山本武利（1981）同上書，355 ページ。
（４）	 小新聞にかんしては土屋礼子（2002）『大衆紙の源流』世界思想社の業績に，筆者が若干の知見を加えて

いる（拙稿（2014b）「（研究ノート）1870 年代の小新聞投書者について」『成蹊人文研究』22，31-45 ページ）。
またこの時期の新聞投書がもった意義に関しては，中島義範（1991）『新聞投書論』晩聲社がある。

（５）	 ただし読者層の研究は，投書者の調査以上に困難であることはいうまでもない。『近代日本の新聞読者層』
を著した山本武利が，読者層研究にじつに 15 年以上の時日を費やしたということが，その困難さを余す
ところなくものがたっている。

（６）	 本稿の投書者調査で用いた人名辞典等については，拙稿（2014b）前掲論文の注を参照。今回の調査であ
らたに用いた人名辞典等についてはタイトルと発行年のみ以下に記す。『和学者総覧』（1990 年），『福沢諭
吉門下』（1995 年）。その他複数の人名が掲載されている論文・書籍で調査に用いたものとしては，松崎欣
一（1995）「三田政談会・政談社演説会について」『近代日本研究』12，澤大洋（1995）『共存同衆の生成』
青山社，同（1998）『都市民権派の形成』吉川弘文館，勝田政治（2010）『小野梓と自由民権』有志舎。ま
た個々の投書者にかんする論文，1870 年代に発行された中央・地方の官員録・職員録，同時代の書籍・小
伝なども数多く参照したが，スペースの都合上割愛させていただく。

（７）	 なお投書のなかには，複数人が連名で投書しているものもある。この連名の投書数は，投書全体で 103 件，
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連名の投書者は累計で 324 名いる。属性の判明した投書者の投書にも連名の投書が含まれているケースが
あるため，個々の投書者の投書数を合計すると実際の投書掲載数よりも若干多くなる。しかしこれは投書
数の計算上やむを得ない問題である。たとえば，１件の投書に２名が連名で署名し，それぞれの本籍が東
京と静岡であったとする。この場合，①東京と静岡の投書者でそれぞれ１件として合計すると投書数が２
件となり，実際の数より多くなってしまう。しかし②投書数を１件として本籍を東京と静岡のいずれか一
方のみにすれば，今度は本籍が１件欠落してしまう。このためいずれの計算方法でも誤差が生じるが，連
名の投書数は全体の投書数に比してきわめて少数であり，投書の傾向性を検討するうえでほとんど影響は
ないと判断し，本稿では①の計算方法を用いている。

（８）	 以下，小新聞のデータに関しては拙稿（2014b）前掲論文を参照している。
（９）	 投書に住所が記されているのは投書者全体の６割強である。また投書の一部には，「在東京　愛媛県下平民」

といったように，府県名などの住所が２つ記載されているものもある。上記の例では，「東京」に寄留し
ている「愛媛県」を本籍とする「平民」であることがほぼ確実であるため，こうした場合は投書者の住所
を「愛媛県」として集計した。

（10）	 田崎公司監修（2004）『東京曙新聞　復刻版　解題』柏書房，25 ページ。
（11）	 ただし官員数が多い原因には，投書者の調査にもちいた資料上の特性も関係していると思われる。調査で

は種々の人名辞典にくわえ，当時発行された官員録を相当数参照したが，他の職業には官員録に該当する
ものがほぼ存在しないため，これが判明者のうち官員が多くなった一因である可能性がある。また，官員，
新聞・雑誌関係者，教育関係者については，1870 年代になんらかのかたちでその職業に携わった者に限定
して集計している。この点については付表の注３を参照。

（12）	 名望家については，名望家であることを裏付ける詳しい経歴が分かった者以外は，県議や郡長，区長など
の役職をもとに名望家に分類した。

（13）	 山本武利（1981）前掲書，63-69 ページ。
（14）	 山本武利（1981）前掲書，65 ページ。
（15）	 当該条文は次の通り。「第八条　新聞紙及雑誌・雑報の筆者は（投書者は筆者を以て例す），尋常の瑣事を

除くの外，凡そ内外国事・理財・人情・時態・学術・法教・議論，及事官民の権利に係る者は，皆其の姓名・
住所を著すべし。／筆者，変名を用いたる時は，禁獄三十日，罰金十円を科す。他人の名を仮托する者は，
禁獄七十日，罰金二十円を科す（二罪併せ科し或は偏へに一罪を科す。以下之に倣へ）」（松本三之介・山
室信一校注（1990）『日本近代思想体系 11　言論とメディア』岩波書店，414 ページ。なお片仮名は平仮
名に改めた）。

（16）	 稲田雅洋（2000）『自由民権の文化史』筑摩書房，山本武利（1981）前掲書など。
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付表　判明者リスト

主な筆名 本名・別称等
投書掲載数

生没年
本籍また
は出身地

族籍
投書時前後の職業等

東
日

報
知

朝
野 曙 横

毎
真
事 計 官

員
名
望

新
聞

医
師

教
育

宗
教 職業詳細

1 岡本長之、浣花翁 岡本長之 1 54 0 0 0 0 55 1817 ※− 1881 東京 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 開拓使、『報知』

2 井口無加之、井口柿園 井口無加之 0 0 54 0 0 0 54 ― 石川※ ― ― ◎ ◎ ― ― ― 『石川新聞』主筆、県議

3 楠秀、尾崎行雄 尾崎行雄 1 5 1 46 0 0 53 1858 − 1954 神奈川 士族 ○ ◎ ◎ ― ― ― 『民間雑誌』『新潟新聞』

4 植榎径、中須賀竹治 植木枝盛 4 33 4 1 0 0 42 1857 − 1892 高知 士族 ― ◎ ◎ ― ― ― 『海南新誌』、県議、衆院

5 杉山藤次郎 杉山益世 1 0 0 34 0 0 35 ― 埼玉 平民 ― ― ○ ― ― ― 小説家

6 上野清 上野清 28 0 3 0 0 0 31 1854 − 1924 東京 士族※ ― ― ― ― ○ ― 数学啓蒙家

7 小栗松靄 小栗武右衛門 1 28 0 0 0 1 30 1814 − 1894 静岡 平民 ― ― ― ― ― ― ―

8 浅野乾、高井俊 浅野乾 8 0 21 0 0 0 29 1859 − ? 静岡 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『朝野』社主

9 津田仙 津田仙 6 8 7 3 4 0 28 1837 − 1908 千葉 士族 ― ― ◎ ― ― ◎ 学農社、『農業雑誌』

10 島村泰 島村洋堂 3 12 6 1 1 5 28 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

11 谷口逸三、谷雲根 渓口一蔵 3 6 1 1 16 1 28 1844 ※− 1879 神奈川 平民※ ◎ ― ― ― ― ◎ 正院、司法省

12 中田豪晴、中田鶴城 中田豪晴 0 0 16 9 0 0 25 ? − 1918 ※ 岡山 士族※ ○ ― ○ ― ― ― 『東北新聞』記者

13 高橋古三郎、高橋忍南 高橋忍南 1 0 0 0 1 22 24 1822 − 1918 愛知 士族 ○ ◎ ― ― ― ― 郡書記

14 小室重弘 小室重弘 0 0 0 24 0 0 24 1858 − 1908 栃木 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『栃木新聞』、衆院

15 大枝美福 大枝美福 0 0 0 23 0 0 23 ― 埼玉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 埼玉県

16 馬城山人、馬城台二郎 大井憲太郎 5 0 0 0 0 17 22 1843 − 1922 大分 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 元老院、『曙』主筆

17 江南哲夫、蝦農狂生 江南哲夫 1 16 0 4 0 0 21 1853 − 1916 福島 士族 ― ― ― ― ― ― 慶應義塾塾生、実業家

18 大川清、本山彦一 本山彦一 0 20 1 0 0 0 21 1853 − 1932 熊本 士族 ◎ ― ○ ― ○ ― 大蔵省、『大阪新報』

19 笹島吉太郎 笹島蜻洲 0 0 2 17 2 0 21 1857 − 1920 茨城 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『曙』仮編集長、『茨城新報』

20 関新吾 関新吾 11 0 2 7 0 0 20 1854 − 1915 岡山 士族 ○ ― ◎ ― ― ― 『曙』記者、元老院

21 東直之助 東直之助 4 0 12 4 0 0 20 ? − 1881 和歌山※ ― ― ― ◎ ― ― ― 『曙』記者

22 斗个沢汪 斗ヶ沢汪 1 1 3 0 0 15 20 ― 岩手 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省、山形

23 浜野藤一郎 浜野藤一郎 1 0 2 17 0 0 20 ― 栃木 平民 ― ◎ ― ― ― ― 村長、県議

24 干河岸貫一 干河岸貫一 17 0 0 0 0 2 19 1848 − 1930 福島 平民 ― ― ◎ ― ― ◎ 真宗僧侶、『東日』

25 大橋奇男、三木川清 三木川清 2 16 1 0 0 0 19 ― 大分※ ― ― ― ― ― ― ― 慶應義塾出版局※

26 鏡湖花蔭、下沢保躬 下沢保躬 8 3 1 0 0 6 18 1838 − 1896 青森 士族 ― ― ― ― ― ◎ 国学者、神職

27 星野康斎 星野康斎 2 9 7 0 0 0 18 ― 広島 士族 ― ― ― ◎ ― ― 私塾

28 甲藤大器 甲藤大器 0 18 0 0 0 0 18 1853 − 1928 高知 士族 ― ― ○ ― ― ― 『東海経済新報』記者

29 立花光臣 古沢滋 0 10 0 0 0 7 17 1847 − 1911 高知 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 『大阪日報』社長

30 渡辺尚、渡辺晴雪 渡辺晴雪 2 0 14 0 0 0 16 1856 − 1912 兵庫 士族 ― ― ○ ― ― ― 川崎造船所

31 成島柳北、濹上漁客 成島柳北 0 7 9 0 0 0 16 1837 − 1884 東京 士族 ― ― ◎ ― ― ― 漢詩人、『朝野』主筆

32 下村房次郎 下村房次郎 15 0 0 0 0 0 15 1856 − 1913 和歌山 士族 ◎ ◎ ○ ― ― ― 『和歌山日日新聞』、県議

33 山田改一 山田改一 9 5 1 0 0 0 15 1831 − 1899 青森 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議

34 角利助、角理輔 角利助 1 14 0 0 0 0 15 1853 − 1928 三重 平民 ― ◎ ◎ ― ― ― 『伊勢新聞』、県議

35 関本三泉 関本寅 1 14 0 0 0 0 15 ― 山形※ ― ◎ ― ― ― ― ― 司法省

36
神奈垣魯文、
紀ノ於呂香

仮名垣魯文 0 2 2 3 4 4 15 1829 − 1894 東京 平民 ― ― ◎ ― ― ― 戯作者、『仮名読』主筆

37 石亀福寿 寺田福寿 8 0 6 0 0 0 14 1853 − 1894 福井 ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

38 飯塚方 飯塚方 7 0 3 0 0 4 14 1814 ※− ? 埼玉※ ― ― ― ― ― ― ― 農業

39 加藤政之助 加藤城陽 4 4 0 6 0 0 14 1854 − 1941 埼玉 平民 ◎ ◎ ◎ ― ― ― 『民間雑誌』、県議、衆院

40 西河通徹 西河通徹 0 0 9 5 0 0 14 1856 − 1929 愛媛 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『評論新聞』『海南新聞』

41 内海直質 内海直質 10 0 2 0 0 1 13 ― 三重 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 『大阪出版物価新報』

42
森定助、森定保、
森保定

森鴎村 5 1 1 6 0 0 13 1831 − 1907 栃木 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 県議、『文明新誌』社長

43 鈴木静蔵 鈴木静蔵 1 12 0 0 0 0 13 ― 三重 平民 ◎ ― ― ― ― ― 三重県

44 桑田衡平 桑田衡平 1 12 0 0 0 0 13 1836 − 1905 埼玉 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

45 中村敬宇、敬宇散人 中村正直 1 11 0 1 0 0 13 1832 − 1891 東京 士族 ◎ ― ◎ ― ◎ ◎ 同人社、啓蒙思想家

46 草間時福 草間時福 0 1 11 1 0 0 13 1853 − 1932 京都 士族 ○ ― ◎ ― ◎ ― 『朝野』記者、『北越新聞』

47
小笠原長道、
山陰案山子

小室信介 0 1 0 0 0 12 13 1852 − 1885 京都 士族 ― ― ◎ ― ◎ ― 天橋義塾、『大阪日報』

48 池内広愛 池内広愛 0 0 1 12 0 0 13 1852 − ? 埼玉 士族 ― ― ― ― ― ― ―

49 池上三郎 池上三郎 12 0 0 0 0 0 12 1855 − 1914 福島 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 『東日』記者、司法省

50 安藤勝任 安藤勝任 4 5 0 2 0 1 12 ? − 1878 茨城 士族 ― ― ― ― ― ― 同人社

51 栗本鋤雲、匏庵老人 栗本匏庵 0 11 0 0 1 0 12 1822 − 1897 東京※ 士族 ― ― ◎ ◎ ― ― 『報知』主筆

52 田口卯吉、黄東山樵 田口卯吉 0 7 0 0 5 0 12 1855 − 1905 静岡 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 大蔵省、『東京経済雑誌』

53 宮城復軒、大木規子 大槻文彦 6 2 3 0 0 0 11 1847 − 1928 東京 士族 ◎ ― ◎ ― ◎ ― 国語学者、師範学校長
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主な筆名 本名・別称等
投書掲載数

生没年
本籍また
は出身地

族籍
投書時前後の職業等

東
日

報
知

朝
野 曙 横

毎
真
事 計 官

員
名
望

新
聞

医
師

教
育

宗
教 職業詳細

54 国沢会造、細川瀏 細川瀏 4 6 1 0 0 0 11 1856 − 1935 高知 士族 ○ ― ◎ ― ◎ ◎ 文部省、『東日』、宣教師

55 山脇巍 山脇巍 4 0 0 7 0 0 11 1856 − 1923 岡山 士族 ○ ― ◎ ― ― ― 『評論新聞』『大阪日報』

56 堀見景正 堀見景正 1 6 4 0 0 0 11 ― 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 高知県

57 措宜生、内田誠成 内田誠成 0 0 11 0 0 0 11 ― 島根 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『朝野』仮編集長

58 海内果 海内果 10 0 0 0 0 0 10 1850 − 1881 富山 平民※ ― ◎ ◎ ― ― ― 県議（辞退）、『東日』記者

59 山辺勇輔 山辺勇輔 10 0 0 0 0 0 10 1857 − ? 佐賀 平民 ◎ ― ◎ ― ◎ ― 『東日』記者、司法省

60 新宮誠二 松山誠二 4 3 1 2 0 0 10 ― 和歌山 平民 ― ― ― ◎ ― ― 東大予備門教員

61 曲木如長 曲木如長 4 0 6 0 0 0 10 1858 − 1913 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、大審院

62 津田真道、天外如来 津田真道 1 8 1 0 0 0 10 1829 − 1903 岡山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、元老院、衆院

63 小田清雄 小田清雄 1 2 4 0 0 3 10 1848 − 1894 大阪 平民 ― ― ― ― ○ ◎ 祠官、中講義

64 小松原英太郎 小松原英太郎 1 0 2 7 0 0 10 1852 − 1919 岡山 士族 ○ ― ◎ ― ◎ ― 『評論新聞』、外務省

65 秋月得生軒、牛門外史 秋月橘門 0 10 0 0 0 0 10 1809 − 1880 大分 士族 ― ― ― ◎ ― ― 儒者、県知事

66 佐々城 佐々城謙益 0 10 0 0 0 0 10 ― 宮城 ― ― ◎ ― ― ― ― 町議

67 三栗中実 三栗中実 9 0 0 0 0 0 9 ― 東京 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『東日』編集長

68 村部元之助 村部元之助 8 1 0 0 0 0 9 1838 − ? 三重 平民 ― ― ― ― ― ― 私塾※

69 猪勇男 海妻猪勇男 5 0 0 3 0 1 9 ― 福岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

70 森藤右衛門 森藤右衛門 3 5 1 0 0 0 9 1842 − 1885 山形 平民 ― ◎ ○ ― ― ― 『両羽日日新聞』、県議

71 物集高材 物集高材 2 0 0 7 0 0 9 1848 − ? 大分 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

72 古水度、古渡資秀 古渡資秀 1 6 0 1 0 1 9 1851 − 1879 茨城 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『民間雑誌』記者

73 佐竹慧昭 佐竹慧昭 1 2 3 2 0 1 9 ― 東京 平民 ― ― ― ― ― ― ―

74 柴田知行 柴田知行 0 5 1 2 0 1 9 ― 愛媛 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

75 吉田次郎 吉田次郎 0 1 3 4 1 0 9 ― 静岡 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 大蔵省、『報知』

76 沼間守一 沼間守一 0 0 5 4 0 0 9 1843 − 1890 東京 士族 ◎ ◎ ◎ ― ― ― 元老院、『横毎』、府議

77 桜渓信、桜渓老人 若林有信 0 0 1 0 8 0 9 1821 − 1895 東京 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 学区取締

78 久保田貫一 久保田貫一 6 0 2 0 0 0 8 1850 − 1942 兵庫 士族 ○ ― ◎ ― ― ― 『東日』編集長、外務省

79 佐田白茅 佐田素一郎 6 0 0 2 0 0 8 1832 − 1907 福岡 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 外務省、『明治詩文』

80 大江孝之 大江敬香 2 1 1 4 0 0 8 1857 − 1916 徳島 ― ― ― ◎ ― ― ― 『静岡新聞』『山陽新報』

81 牛場生 牛場卓造 1 7 0 0 0 0 8 1850 − 1922 三重 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 『報知』記者、兵庫県、衆院

82 中島雄 中島雄 1 6 0 0 0 1 8 1853 − 1910 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 外務省

83 十文字信介 十文字信介 1 1 3 2 1 0 8 1852 − 1908 宮城 士族 ◎ ◎ ― ― ○ ― 『農業雑誌』編集、郡長

84 猫尾道人 福地源一郎 0 8 0 0 0 0 8 1841 − 1906 長崎 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 『東日』主筆、東京府議

85 大野津雲 大野津雲 0 7 0 0 0 1 8 ? − 1899 新潟 士族 ○ ― ― ◎ ― ― 軍医

86 坂本忍 坂本忍 0 2 2 0 0 4 8 ― 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 師範学校教員

87 橋楊洲、楊洲酔史 古橋楊洲 0 0 1 7 0 0 8 ― 埼玉 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

88 三木貞一 三木愛花 7 0 0 0 0 0 7 1861 − 1933 千葉 平民 ― ― ○ ― ― ― 『春野草誌』『東京新誌』

89 中山元成、中山蘭華 中山元成 7 0 0 0 0 0 7 1818 − 1892 茨城 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 千葉県、茶業家

90 丸山名政 丸山名政 5 0 0 2 0 0 7 1857 − 1922 長野 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 『法律叢談』、衆院

91 福沢諭吉 福沢諭吉 4 1 1 0 1 0 7 1834 − 1901 大分 士族 ― ― ◎ ― ― ― 明六社、慶應義塾

92 加藤九郎 加藤九郎 3 4 0 0 0 0 7 1830 − 1890 大阪 士族 ○ ― ◎ ― ― ◎ 『采風新聞』『読売』

93 江馬活堂 江馬活堂 3 2 0 0 0 2 7 1806 − 1891 岐阜 士族 ― ― ― ◎ ― ― 本草学者

94 脇山義保 脇山義保 3 0 2 0 0 2 7 ? − 1891 岩手 士族 ◎ ― ○ ― ― ◎ 青森県、伝道師

95 中川泰 中川泰 2 5 0 0 0 0 7 ― ― ― ― ― ― ◎ ― ― 種痘医

96 伊坂淑人 伊坂柳処 1 6 0 0 0 0 7 1848 ※− ? 徳島 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『普通新聞』記者

97 浜田徳太郎 浜田徳太郎 1 5 0 1 0 0 7 ― 徳島 ― ◎ ― ― ― ― ― 司法省

98 研幾堂思斎、渡部思斎 渡部思斎 0 7 0 0 0 0 7 1832 − 1889 福島 ― ― ◎ ― ― ◎ ― 教育者、県議

99 村上定 村上定 0 1 0 6 0 0 7 1857 − 1932 広島 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『山梨日日新聞』記者

100 石阪金一郎 石坂金一郎 0 1 0 1 0 5 7 1857 − 1915 埼玉 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記、県議

101 吉岡徳明、吉岡篤明 吉岡徳明 0 0 6 0 0 1 7 1829 − 1898 茨城 平民 ― ― ― ― ― ◎ 国学者

102 小松正胤 小松正胤 0 0 5 2 0 0 7 ― 高知 ― ◎ ― ◎ ― ― ― 宮内省、『評論新聞』記者

103 宮島陸一郎 宮島陸一郎 0 0 0 7 0 0 7 ― 長野 平民 ― ― ― ― ― ― ―

104 曽田愛、曽田相 曽田愛三郎 0 0 0 7 0 0 7 ? − 1891 島根 士族 ― ― ○ ― ― ― 『自由新聞』

105 高橋通明 高橋通明 0 0 0 0 0 7 7 1840 − 1910 山形 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

106 柴四朗、柴四郎 東海散士 6 0 0 0 0 0 6 1852 − 1922 福島 士族 ― ― ○ ― ― ― 小説家、衆院

107 蘇我総八郎 蘇我総八郎 6 0 0 0 0 0 6 ― 長崎 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 大蔵省、『東京自由新聞』

108 中島周賢 中島周賢 2 0 2 0 0 2 6 ― 熊本 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 警視庁、『熊本新聞』

109 岸国華、墨江桜 岸田吟香 1 4 1 0 0 0 6 1833 − 1905 岡山 平民 ― ― ◎ ― ― ― 薬商、『東日』編集長

110 岡本監輔、東洋航客 岡本監輔 1 3 2 0 0 0 6 1839 − 1904 徳島 士族 ◎ ― ◎ ― ○ ― 陸軍省、『内外兵事新聞』
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111 柴田量平 柴田量平 1 2 0 0 1 2 6 ― 群馬 平民 ― ― ― ― ― ― 書肆

112 樽井藤吉 樽井藤吉 1 0 1 2 0 2 6 1850 − 1922 奈良 平民 ― ― ― ― ― ― 衆院、社会運動家

113 山奝内憚 山内奝憚 1 0 1 0 0 4 6 1855 − ? 三重 平民 ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

114 竹内正志 竹内正志 1 0 0 5 0 0 6 1854 − 1920 岡山 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『草莽雑誌』、衆院

115 小林勝清 小林森之進 0 5 1 0 0 0 6 1806 ※− 1888 東京 士族 ― ― ― ― ― ― 代言人

116 讃井逸三 讃井逸三 0 1 0 0 5 0 6 ― 山口 平民 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

117 井田文三 井田文三 0 0 1 1 4 0 6 1853 − 1936 神奈川 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 郡書記、県議

118 小池靖一 小池香梁 0 0 1 0 5 0 6 1853 − 1928 石川 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省、内務省、貴族院

119 若生精一郎 若生鉄庵 0 0 0 6 0 0 6 1847 − 1882 宮城 平民 ○ ― ◎ ― ◎ ― 小学校長、『宮城日報』

120 中島勝義 中島勝義 0 0 0 5 0 1 6 1858 − 1932 東京 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『曙』編集長、『攪眠雑誌』

121 瀬見善水 瀬見彦右衛門 0 0 0 0 6 0 6 1827 − 1892 和歌山 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 和歌山県、県議

122 徳弘千速 徳弘千速 0 0 0 0 0 6 6 ― 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 元老院、高知県

123 金生積中 金生積中 5 0 0 0 0 0 5 ― 兵庫 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 内務省、『内外教育新報』

124 立入奇一 立入奇一 5 0 0 0 0 0 5 1844 − 1895 三重 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 三重県、県議、衆院

125 土居通与 土居通予 3 1 1 0 0 0 5 1850 − 1921 高知 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 元老院

126 森重遠 森重遠 3 1 1 0 0 0 5 ― 徳島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

127 田沢実入 田沢実入 2 1 0 2 0 0 5 ― 新潟 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記、県議

128 原田書輔 山口書輔 2 0 0 0 3 0 5 1847 − 1893 神奈川 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記、県議

129 山田行元、山田元行 山田行元 1 1 0 0 0 3 5 1850 − ? 山形 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校長

130 河村祐吉 河村祐吉 1 0 1 3 0 0 5 ― 岩手 士族 ◎ ― ― ― ― ― 岩手県

131 鴻爪子 前島密 0 5 0 0 0 0 5 1835 − 1919 新潟 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 駅逓寮、『報知』

132 山口正邦 山口正邦 0 5 0 0 0 0 5 ― 大分 士族 ◎ ― ― ― ― ― 小田県、愛媛県

133 竹内泰信 竹内泰信 0 5 0 0 0 0 5 1843 − 1897 長野 平民 ○ ◎ ◎ ― ◎ ◎ 神職、県議、『松本新聞』

134 白野夏雲 今泉耕作 0 5 0 0 0 0 5 1827 − 1899 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ◎ 開拓使、内務省、宮司

135 星野郁 星野郁 0 5 0 0 0 0 5 ― 宮城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 東京英語学校教員

136 中島勝載 中島勝載 0 2 3 0 0 0 5 ― 愛媛 ― ○ ― ◎ ― ― ◎ 『海南新聞』主筆

137 井田忠信 井田忠信 0 2 0 3 0 0 5 1861 − 1936 和歌山※ 士族 ― ◎ ○ ― ― ― 『甲府日報』記者、町長

138 松村操 松村操 0 0 4 1 0 0 5 1849 − 1884 新潟 平民 ― ― ◎ ― ◎ ― 『劇場新報』局長

139 西森拙三 西森拙三 0 0 1 4 0 0 5 1848 − 1919 高知 士族※ ◎ ― ◎ ― ― ◎ 海軍省、『海南新誌』

140 鈴木舎定 鈴木舎定 0 0 0 5 0 0 5 1856 − 1884 岩手 士族 ○ ― ◎ ― ◎ ― 小学校長、『宮城日報』

141 大須賀次郎 大須賀筠軒 0 0 0 5 0 0 5 1841 − 1912 福島 士族※ ◎ ◎ ― ― ○ ― 福島県、郡長

142 滝川長教 滝川愚仏 0 0 0 5 0 0 5 1858 − 1944 高知 士族 ○ ― ― ― ― ― 専修学校生徒、大審院

143 甲田良造 甲田良造 0 0 0 5 0 0 5 ― 大阪 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『扶桑新誌』

144 今福元頴 今福元頴 0 0 0 0 5 0 5 1843 − 1924 神奈川 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 神奈川県、県議、郡長

145 谷千生 谷千生 4 0 0 0 0 0 4 1832 − 1888 徳島 士族 ○ ― ― ― ― ◎ 国学者、師範学校教員

146 室田充美 室田充美 4 0 0 0 0 0 4 ― 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

147 平野好 平野好 4 0 0 0 0 0 4 ― 福島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

148 中田鴎林 中田鴎隣 4 0 0 0 0 0 4 1827 − 1878 東京 平民 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

149 杉原平八 杉原平八 3 1 0 0 0 0 4 ― 福島 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 私塾、戸長、郡書記

150 藤波小弥太 藤波小弥太 3 0 0 1 0 0 4 ― 埼玉 平民※ ○ ◎ ― ― ― ― 副区長

151 本橋玄達 田中玄達 3 0 0 0 1 0 4 ? − 1892	 茨城 ― ― ― ― ◎ ― ― ―

152 生駒恭人 生駒恭人 3 0 0 0 0 1 4 ? − 1906 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校長

153 戸田生三 戸田生三 3 0 0 0 0 1 4 ― 岡山 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 弁抦商、県議

154 高木真蔭 高木真蔭 2 1 0 0 1 0 4 1837 − 1878 岐阜 平民 ― ― ― ◎ ― ◎ 宮司

155 渡辺恒吉 渡辺恒吉 2 0 2 0 0 0 4 1852 − 1882 和歌山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 元老院

156 守田治兵衛、宝丹 守田治兵衛 1 1 1 1 0 0 4 1842 − 1912 東京 平民 ― ◎ ◎ ― ― ― 薬商、『芳譚雑誌』、府議

157 太田実 太田淡州 1 1 0 2 0 0 4 1858 − 1918? 兵庫 平民 ○ ◎ ○ ― ― ― 『明治日報』、区長

158 沢田篤蔵 沢田篤蔵 1 1 0 1 1 0 4 ― 愛知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 元老院

159 塚越鈴彦 塚越鈴彦 1 1 0 0 0 2 4 1842 − 1886 群馬 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

160 遊佐高開 遊佐高開 1 1 0 0 0 2 4 ― 開拓使 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

161 村井恒蔵 村井恒蔵 1 1 0 0 0 2 4 1849 − 1915 三重 平民 ◎ ◎ ― ― ― ◎ 師範学校取締、県議

162 池上四郎 池上四郎 1 0 3 0 0 0 4 1857 − 1929 福島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

163 高橋直勝 高梁翠渓 1 0 3 0 0 0 4 1849 − 1898 山形 士族※ ○ ◎ ○ ― ◎ ― 戸長、県議

164 田島象二 田島任天 1 0 2 1 0 0 4 1852 − 1909 東京 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『団団珍聞』『読売』

165 岩崎恒義 岩崎桂堂 1 0 0 0 2 1 4 ― 茨城 士族 ― ― ○ ― ― ― 漢詩人、『采風新誌』

166 三驚迂子 高見沢茂 0 4 0 0 0 0 4 1849 ※− 1875 静岡 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『真事誌』編集者

167 河野捨三 桐原捨三 0 4 0 0 0 0 4 1855 − 1926 埼玉 平民※ ― ◎ ○ ― ◎ ― 『大阪新報』、大阪府議
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168 瀬川如皐 瀬川如皐 0 4 0 0 0 0 4 1806 − 1881 東京 平民 ― ― ― ― ― ― 歌舞伎作者

169 奥平昌邁 奥平昌邁 0 4 0 0 0 0 4 1855 − 1884 大分 華族 ○ ◎ ― ― ― ― 東京府議、区長

170 寧海 塚本明毅 0 4 0 0 0 0 4 1833 − 1885 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省、太政官

171 関信三 関信三 0 4 0 0 0 0 4 1843 − 1880 愛知 平民 ◎ ― ― ― ◎ ◎ 師範学校教員

172 藤田茂吉、佐伯鳴鶴 藤田茂吉 0 4 0 0 0 0 4 1852 − 1892 大分 士族 ― ◎ ◎ ― ― ― 『報知』、東京府議、衆院

173 山本少貞 山本梅園 0 3 1 0 0 0 4 ? − 1879 岡山 士族 ― ― ― ◎ ― ― ―

174 久津見息忠 久津見蕨村 0 3 0 1 0 0 4 1860 − 1925 東京 士族 ― ― ○ ― ― ― 代言人、『曙』

175 折目栄 折目栄 0 2 1 1 0 0 4 1825 ※− ? （名東） 士族 ― ― ― ◎ ― ― ―

176 愛古翁、愛古頑翁 大槻磐渓 0 1 3 0 0 0 4 1801 − 1878 宮城 士族 ― ― ― ― ― ― 蘭学者

177 宮崎富要 宮崎夢柳 0 1 1 2 0 0 4 1855 − 1889 高知 士族 ― ― ○ ― ― ― 『高知新聞』『土陽新聞』

178 埴原経徳 埴原経徳 0 1 1 1 0 1 4 ― 埼玉 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 文部省

179 田中義郎 田中義郎 0 1 1 0 0 2 4 1850 ※− ? 三重 士族 ◎ ― ― ― ― ― 宮内省、警視庁

180 佐藤信衛、佐藤貞治 佐藤信衛 0 1 1 0 0 2 4 1849 − 1906 秋田 ― ― ― ― ― ― ― ―

181 岡丈紀 河原英吉 0 1 0 0 3 0 4 ? − 1890 東京 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 戯作者、『いろは新聞』

182 野村単五郎 野村単五郎 0 1 0 0 0 3 4 1827 − 1912 滋賀 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 区長、県議

183 高桑致芳 高桑致芳 0 0 4 0 0 0 4 ― 富山 平民 ― ― ○ ― ― ― 『石川新聞』記者

184 松井強哉 松井強哉 0 0 4 0 0 0 4 1846 ※− ? 群馬 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 群馬県、郡長

185 小林日昇、小林楮庵 小林日昇 0 0 4 0 0 0 4 1832 − 1891 新潟 平民 ― ― ― ― ― ◎ 日蓮宗僧侶

186 石原常節 石原常節 0 0 2 2 0 0 4 1860 − 1933 鳥取 士族 ― ◎ ○ ― ― ― 民権家、県議

187 田口弥八郎 田口弥八郎 0 0 2 0 0 2 4 ― 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

188 東清七 東清七 0 0 1 3 0 0 4 ― ― ― ― ― ◎ ― ― ― 『評論新聞』

189 岡部則光 岡部則光 0 0 0 2 2 0 4 1861 − 1908 愛媛 士族 ― ― ○ ― ― ― 『東洋新報』客員

190 岡本忠三 岡本忠三 0 0 0 0 4 0 4 1848 ※− 1882 東京 平民 ― ― ― ― ― ― 代言人

191 山中喬造 山中喬造 0 0 0 0 4 0 4 ― ― ― ― ― ― ◎ ― ― 開業医

192 片山正次郎 片山政治郎 0 0 0 0 0 4 4 1848 − 1923 福井 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 滋賀県、県会議長

193 青山昇三郎 青山昇三郎 0 0 0 0 0 4 4 1843 − 1918 愛知 士族※ ― ― ― ― ― ◎ 牧師

194 万代義勝 万代義勝 3 0 0 0 0 0 3 1855 − 1915 岡山 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『大阪日報』編集長

195 小里仁 小里仁 3 0 0 0 0 0 3 ― 栃木 ― ― ◎ ○ ― ― ― 『栃木新聞』経営者、県議

196 南橋散史 石井南橋 3 0 0 0 0 0 3 1831 − 1887 福岡 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 大蔵省、『団団珍聞』

197 京極高典 京極高典 3 0 0 0 0 0 3 1836 − 1906 香川 華族 ― ― ― ― ― ― 貴族院

198 板倉勝達 板倉勝達 3 0 0 0 0 0 3 1839 − 1913 東京 華族 ◎ ― ― ― ― ― 宮内省、貴族院

199 安部井磐根 安部井磐根 3 0 0 0 0 0 3 1832 − 1916 福島 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡長、県議

200 柴原和 柴原和 3 0 0 0 0 0 3 1832 − 1905 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 県令、貴族院

201 高山紀斎 高山紀斎 3 0 0 0 0 0 3 1850 − 1933 岡山 士族 ― ― ― ◎ ○ ― 歯科医

202 林彦兵衛 林彦兵衛 3 0 0 0 0 0 3 1831 − 1904 千葉 平民※ ― ― ― ― ◎ ― 小学訓導

203 加藤景孝、加藤文亭 加藤景孝 3 0 0 0 0 0 3 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

204 佐々田精一 佐々田懋 3 0 0 0 0 0 3 1855 − 1940 島根 士族 ◎ ◎ ◎ ― ― ― 浜田県、県議、『松江新聞』

205 山田猪太郎 山田猪太郎 3 0 0 0 0 0 3 1857 − 1906 秋田 士族 ― ◎ ○ ― ― ― 県議、衆院

206 馬場武義 馬場武義 3 0 0 0 0 0 3 1851 − ? 佐賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

207 田中正質 田中正質 3 0 0 0 0 0 3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 羊肉商

208 茂木小平 茂木小平 3 0 0 0 0 0 3 1836 − 1924 埼玉 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 蚕種製造家、県議

209 江藤俊平 江藤俊平 3 0 0 0 0 0 3 1820 − 1878 静岡 ― ― ◎ ― ― ― ― 県議

210 日野友直 日野友直 2 1 0 0 0 0 3 ― 岩手 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『熊本新聞』記者

211 一坂俊太郎 一坂俊太郎 2 1 0 0 0 0 3 1856 − 1923 徳島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 自助社、司法省

212 八木本之助 八木本之助 2 0 1 0 0 0 3 ― 静岡 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

213 大塚省吾 大塚省吾 2 0 1 0 0 0 3 ― 茨城 ― ◎ ― ― ― ― ― 司法省

214 尾崎二呉 尾崎二呉 2 0 1 0 0 0 3 ? − 1899 三重 ― ― ― ― ― ― ― 弁護士

215 仁田小三郎 仁田小三郎 2 0 0 0 0 1 3 ― 静岡 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 副区長

216 牟田豊 牟田豊 2 0 0 0 0 1 3 1850 − ? 佐賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― ―

217 石川正身 石川正身 1 2 0 0 0 0 3 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

218 朝吹英二 朝吹英二 1 2 0 0 0 0 3 1849 − 1918 大分 平民 ― ― ― ― ― ― 三菱会社

219 清水九兵衛 清水九兵衛 1 2 0 0 0 0 3 ― 東京※ ― ― ― ― ― ― ― 畳表商

220 三田称平 三田称平 1 1 1 0 0 0 3 1812 − 1893 栃木 士族 ― ― ― ― ◎ ― 私塾塾主

221 小河重任 小河重任 1 0 2 0 0 0 3 ― 宮崎 平民 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

222 吉本祐雄 吉本祐雄 1 0 2 0 0 0 3 ? − 1884 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大審院

223 上田藤太 上田藤太 1 0 2 0 0 0 3 1856 − 1910 和歌山 ― ― ― ― ◎ ◎ ― 横浜十全病院

224 大野松斎 大野松斎 1 0 1 0 0 1 3 1819 − 1888 秋田 ― ― ― ― ◎ ― ― 種痘医
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225 太田雄寧 太田雄寧 1 0 0 2 0 0 3 1851 − 1881 東京 平民※ ― ― ◎ ◎ ◎ ― 『東京医事新誌』

226 佐藤精明 佐藤精明 1 0 0 2 0 0 3 1847 − 1937 福島 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 福島県

227 目賀多信順、賀田順 目賀多信順 1 0 0 0 2 0 3 ? − 1901 山形 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 司法省、『奥羽新報』

228 三沼幹実 三沼幹実 1 0 0 0 1 1 3 ― 栃木 士族 ― ― ― ― ― ― 学農社

229 田艇吉 田楓軒 1 0 0 0 0 2 3 1852 − 1938 兵庫 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 豊岡県、県議、郡長

230 後藤昌直 後藤昌直 1 0 0 0 0 2 3 1857 − 1908 岐阜 平民 ― ― ― ◎ ― ― 後藤昌文の子

231 野口勝一 野口珂北 0 3 0 0 0 0 3 1848 − 1905 茨城 士族 ◎ ◎ ◎ ― ◎ ― 『茨城新報』主筆、県議

232 甲斐章之 甲斐章之 0 3 0 0 0 0 3 ― 熊本 士族 ◎ ― ― ― ― ― 岡山県

233 永山平太、永山椿園 永山政時 0 3 0 0 0 0 3 1815 − 1879 石川 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校教員

234 竹本隼太 竹本隼太 0 3 0 0 0 0 3 1848 − 1892 東京 士族 ― ― ― ― ― ― 陶工

235 足立孫六 足立湛水 0 3 0 0 0 0 3 1843 − 1911 静岡 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 浜松県、郡長、衆院

236 神津専三郎 神津専三郎 0 3 0 0 0 0 3 1852 − 1897 長野 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 文部省、音楽教育者

237 片岡治躬 片岡治躬 0 3 0 0 0 0 3 ― 千葉 平民 ○ ◎ ○ ― ― ― 養蚕・茶業、県議

238 清水卯三郎、瑞穂卯 清水卯三郎 0 2 1 0 0 0 3 1829 − 1910 埼玉 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『六合新聞』

239 松村精一郎 松村精一郎 0 2 0 0 0 1 3 1849 − 1891 富山 平民 ― ― ○ ― ― ― 漢学者、『富山中越新聞』

240 肥塚竜、越塚蛟蔵 肥塚竜 0 1 1 0 1 0 3 1848 − 1920 兵庫 平民 ― ◎ ◎ ― ― ◎ 『横毎』、神奈川県議

241 市川権十郎 嵐璃鶴 0 1 0 1 1 0 3 1848 − 1904 京都 平民 ― ― ― ― ― ― 歌舞伎役者

242 岩田徳義 岩田徳義 0 1 0 1 0 1 3 1846 − ? 愛知 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『愛岐日報』編集長

243 青木匡 青木松蔭 0 1 0 0 2 0 3 1856 − ? 兵庫 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『朝野』『横毎』、衆院

244 神内捨蔵 神内捨蔵 0 1 0 0 0 2 3 ― 香川 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 愛媛県

245 磯部節 磯部節 0 0 3 0 0 0 3 ― 兵庫 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『朝野新聞』社主

246 籾山逸也 籾山逸也 0 0 3 0 0 0 3 ― 愛知 平民 ― ― ◎ ― ◎ ― 『五州近事』編集者

247 山田亨次、山田亨治 山田丈二郎 0 0 3 0 0 0 3 ― 群馬 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『農業雑誌』記者

248 木村順 木村順蔵 0 0 3 0 0 0 3 ― 新潟 ― ◎ ― ― ― ― ― 鶴岡県、郡長

249 大畑弘国 大畑弘国 0 0 3 0 0 0 3 1844 − 1913 和歌山 ― ― ― ― ― ― ◎ 少宮司

250 三浦徳義 三浦徳義 0 0 3 0 0 0 3 ― 愛媛 士族 ― ― ― ― ― ― ―

251 三上有智 三上有智 0 0 3 0 0 0 3 ― 滋賀 士族 ― ― ― ― ― ― ―

252 辻平兵衛 辻平兵衛 0 0 3 0 0 0 3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 火止石油商

253 内藤碧海、内藤恥叟 内藤恥叟 0 0 2 1 0 0 3 1827 − 1902 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 東京府、東京帝国大学

254 島津義禎 島津義禎 0 0 2 0 0 1 3 1841 ※− ? 福井 士族 ― ― ― ― ― ◎ 中講義

255 福田久松 福田久松 0 0 1 2 0 0 3 1848 − 1922 埼玉 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議、衆院

256 須藤槻 須藤槻 0 0 1 1 0 1 3 ― 青森 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

257 長信順 長信順 0 0 1 0 2 0 3 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

258 権藤与一郎 権藤与一郎 0 0 0 3 0 0 3 ? − 1894 ― ― ― ― ◎ ― ― ― 『東京新誌』記者

259 石沢兵吾 石沢兵吾 0 0 0 3 0 0 3 1853 − 1919 新潟 ― ○ ◎ ― ― ― ― 沖縄県、郡長

260 皆川方明 皆川方明 0 0 0 3 0 0 3 ― 東京※ ― ― ― ― ― ― ― 地主

261 坂本有隣 坂本有隣 0 0 0 3 0 0 3 ― 島根 士族 ― ― ― ― ― ― 専修学校生徒、代言人

262 松本良七 松本良七 0 0 0 3 0 0 3 ― 福島※ ― ― ◎ ― ― ― ― 町長、県議

263 戸塚静海 戸塚泰輔 0 0 0 3 0 0 3 1799 − 1876 静岡 ― ― ― ― ◎ ― ― 元幕府医師

264 伊藤圭介 伊藤圭介 0 0 0 3 0 0 3 1803 − 1901 愛知 ― ― ― ― ◎ ― ― 本草学者

265 吉田正明 吉田正明 0 0 0 3 0 0 3 ― 群馬 士族 ― ― ― ― ― ― ―

266 千葉文爾 千葉文爾 0 0 0 3 0 0 3 ― 宮城 士族 ― ― ― ― ― ― ―

267 佐藤素栄 佐藤喜太郎 0 0 0 0 3 0 3 1826 − 1886 新潟 ― ― ― ― ― ― ― 歌人

268 高汐豊三 高汐豊三 0 0 0 0 3 0 3 1850 ※− ? 東京 平民 ― ― ― ― ― ― 私塾

269 佐伯妙用 佐伯妙用 0 0 0 0 3 0 3 1849 − 1887 神奈川 ― ― ― ― ― ― ◎ 真言宗僧侶

270 河島敬蔵 河島敬蔵 0 0 0 0 3 0 3 1859 − 1935 和歌山 士族 ― ― ― ― ○ ― 翻訳家

271 金井潭 金井潭 0 0 0 0 0 3 3 1840 − 1908 長野 平民 ― ◎ ◎ ― ― ― 養蚕家、『横毎』、県議

272 小林長徳 小林長徳 0 0 0 0 0 3 3 ― 青森 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

273 林八千雄 林八千雄 0 0 0 0 0 3 3 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

274 石上暁了 石上暁了 0 0 0 0 0 3 3 1848 − 1880 富山 ― ― ― ― ― ◎ ◎ 真宗僧侶

275 長江剛介 長江剛介 0 0 0 0 0 3 3 1833 − ? 熊本 士族 ◎ ― ― ― ― ― 山形県、司法省

276 九岐、九岐晢 九岐晰 0 0 0 0 0 3 3 ― 大分 士族 ◎ ― ― ― ― ― 山梨県

277 西村勝郎 西村勝郎 0 0 0 0 0 3 3 1845 ※− 1879 神奈川 平民 ― ― ― ― ― ― 商人

278 芝大助 芝大助 2 0 0 0 0 0 2 ― 東京※ 平民 ― ◎ ◎ ― ― ― 薬商、『医範新説』社長

279 金子錦二 竹廼門静枝 2 0 0 0 0 0 2 1851 − 1909 新潟 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『日出新聞』『此花新聞』

280 林正明 林正明 2 0 0 0 0 0 2 1847 − 1885 熊本 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 大蔵省、『近事評論』

281 松田俊蔵 松田俊蔵 2 0 0 0 0 0 2 ― 福島 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 開拓使、戸長
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282 鍋倉直 鍋倉直 2 0 0 0 0 0 2 1854 − ? 鹿児島 士族 ― ― ― ― ― ― 銀行家

283 猪飼麻治郎 猪飼麻二郎 2 0 0 0 0 0 2 1855 − 1901 大分 士族 ― ― ― ― ◎ ― 慶應義塾塾長、交詢社

284 後藤直彦 後藤直彦 2 0 0 0 0 0 2 1846 − ? 大分 士族 ― ◎ ― ― ― ― 県議

285 早川正利 早川正利 2 0 0 0 0 0 2 ― 新潟 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議

286 相賀信量 相賀信量 2 0 0 0 0 0 2 ― 熊本 士族 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

287 竹井懿貞 竹井懿貞 2 0 0 0 0 0 2 1854 − 1903 埼玉 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長、県議、衆院

288 高谷衷 高谷竜洲 2 0 0 0 0 0 2 1818 − 1895 大分 平民 ― ― ◎ ― ― ― 私塾、『奎運鳴盛録』

289 貫名駿一郎 貫名駿一郎 2 0 0 0 0 0 2 ― 京都 平民 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

290 中島一男 中島一男 2 0 0 0 0 0 2 ? − 1882 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 太政官

291 黒野義文 黒野義文 2 0 0 0 0 0 2 ? − 1917 東京 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 東京外国語学校

292 平井信悌 平井信悌 2 0 0 0 0 0 2 ― 埼玉 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 内務省

293 園田譲 園田譲 2 0 0 0 0 0 2 ― 千葉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省、大審院

294 中山寛六郎 中山寛六郎 2 0 0 0 0 0 2 1853 − ? 茨城 平民 ― ― ― ― ― ― 米国留学生

295 若井平世 若井平世 2 0 0 0 0 0 2 ― 栃木 士族 ◎ ― ― ― ― ― 水沢県、大審院

296 長谷川芳之助 長谷川芳之助 2 0 0 0 0 0 2 1856 − 1912 佐賀 士族 ― ― ― ― ― ― 米国留学生、三菱会社

297 高木貞衛 高木貞衛 2 0 0 0 0 0 2 1857 − 1940 徳島 士族 ― ― ○ ― ― ― 自助社、『大阪日報』

298 三宅最平 三宅最平 2 0 0 0 0 0 2 1843 − 1918 岡山 平民※ ○ ◎ ― ― ― ― 実業家、戸長、町議

299 加藤弘之 加藤弘之 2 0 0 0 0 0 2 1836 − 1916 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 文部省、元老院、貴族院

300 柏原謙益 柏原謙益 2 0 0 0 0 0 2 1827 − 1896 香川 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

301 杉浦正臣 杉浦退蔵 2 0 0 0 0 0 2 1848 − 1888 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

302 正田章次郎 正田章次郎 2 0 0 0 0 0 2 1855 − 1927 栃木 平民※ ― ― ― ― ― ― 鋳物師、銀行頭取

303 薩埵正邦 薩埵正邦 2 0 0 0 0 0 2 1856 − 1897 京都 平民 ◎ ― ◎ ― ○ ― 内務省、『法律雑誌』

304 間野遺秉 間野留心斎 2 0 0 0 0 0 2 1855 − 1921 大分 士族 ― ― ― ― ○ ― 二松学舎塾長

305 空洞山人、石阪空洞 石坂堅壮 2 0 0 0 0 0 2 1814 − 1899 岡山 士族 ― ― ― ◎ ― ― 博物学者

306 芳川修平 芳川修平 2 0 0 0 0 0 2 ― 埼玉 士族 ― ― ― ― ― ― ―

307 細川護久 細川護久 2 0 0 0 0 0 2 1839 − 1893 熊本 華族 ― ― ― ― ― ― 元熊本藩知事

308 宮原確 宮原確 2 0 0 0 0 0 2 ― 愛知 士族 ― ― ― ― ◎ ― 私学校

309 成瀬正忠 成瀬正忠 2 0 0 0 0 0 2 1856 − 1942 ― ― ― ― ― ― ○ ― 商法講習所生徒

310 吉田復 吉田復 1 1 0 0 0 0 2 ? − 1879 京都 平民 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

311 重久安都男 重久安都男 1 1 0 0 0 0 2 ― 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

312 須藤熊男 須藤熊男 1 1 0 0 0 0 2 ― 山形 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

313 小山茂 小山茂 1 1 0 0 0 0 2 ― 神奈川 平民 ◎ ― ― ― ― ― 神奈川県

314 千葉繁 千葉繁 1 1 0 0 0 0 2 ― 千葉 ― ◎ ― ― ― ― ― 神奈川県

315 村田光太郎 村田光太郎 1 1 0 0 0 0 2 ― 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

316 天野御民 天野御民 1 1 0 0 0 0 2 1841 − 1903 山口 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 大審院、『愛媛新聞』

317 岡松径 岡松径 1 1 0 0 0 0 2 1850 − 1916 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 太政官、統計学者

318 関謙之 関嵯盆 1 1 0 0 0 0 2 1854 − 1907 大分 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 内務省、『報知』

319 県房儀 県房儀 1 1 0 0 0 0 2 ― 千葉 士族 ― ― ― ― ― ― ―

320 中田良夫 中田良夫 1 1 0 0 0 0 2 1845 − 1894 新潟 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 工部省、『栃木新聞』

321 桑原照登 桑原照登 1 0 1 0 0 0 2 ― 広島※ 士族※ ― ― ○ ― ― ― 『美ささ新聞』主幹

322 丘田政成、丘田政徳 岡田政徳 1 0 1 0 0 0 2 ― 新潟 平民 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

323 溝口喜逸 溝口喜逸 1 0 1 0 0 0 2 ― 滋賀 ― ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

324 中神守洋 中神守洋 1 0 1 0 0 0 2 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

325 佐久間国三郎 佐久間国三郎 1 0 1 0 0 0 2 1845 − ? 岐阜 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長、県会議長

326 竹内明太郎 竹内明太郎 1 0 1 0 0 0 2 1860 − 1928 高知 士族※ ― ― ○ ― ― ― 実業家、『絵入自由新聞』

327 堅山理一郎 堅山理一郎 1 0 1 0 0 0 2 ― 広島 平民 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

328 山本守時 山本守時 1 0 1 0 0 0 2 ? − 1904 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

329 後藤祐護 後藤祐護 1 0 1 0 0 0 2 1826 − 1895? 兵庫※ ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

330 井口久次郎 井口久次郎 1 0 1 0 0 0 2 ― 東京 平民 ― ◎ ― ― ― ― 町総代人

331 郡司盛武 郡司盛武 1 0 1 0 0 0 2 ― 宮崎 士族 ◎ ― ― ― ― ― 宮崎県、兵庫県

332 竹腰正美 竹腰正美 1 0 1 0 0 0 2 1819 − 1882 岐阜 華族 ― ― ― ― ― ― 元尾張藩家老

333 小野道一 小野道一 1 0 1 0 0 0 2 1850 − 1895 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 度会県

334 三宅虎太 三宅虎太 1 0 1 0 0 0 2 ― 岡山 士族※ ― ― ― ― ― ― 出版人

335 志賀直道 志賀直道 1 0 1 0 0 0 2 1818 − 1906 福島 士族 ― ― ― ― ― ― ―

336 藤波重好 藤波重好 1 0 0 1 0 0 2 1813 − ? 埼玉 ― ― ― ― ― ― ― 国学者

337 吉田市十郎 吉田市十郎 1 0 0 1 0 0 2 1845 − 1906 埼玉 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 内務省、社会事業家

338 坂本南海男 坂本直寛 1 0 0 1 0 0 2 1853 − 1911 高知 士族 ― ― ◎ ― ― ◎ 牧師、『土陽雑誌』
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339 竹下佳治 打橋辰弥 1 0 0 0 1 0 2 ― 長崎 ― ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省、写真師

340 佐野利八 佐野利八 1 0 0 0 1 0 2 ― 福島 ― ― ― ― ― ― ― 製紙業

341 広瀬進一 広瀬進一 1 0 0 0 1 0 2 1845 − 1904 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 太政官

342 横尾東作 横尾東作 1 0 0 0 1 0 2 1839 − 1903 宮城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 東京府

343 石坂周造 石坂周造 1 0 0 0 1 0 2 1832 − 1903 東京 士族※ ― ― ― ― ― ― 石油採掘業

344 橘良平 橘良平 1 0 0 0 0 1 2 ― 岐阜 平民 ― ― ○ ― ― ― 『博聞雑誌』記者

345 中川釣太郎 中川釣太郎 1 0 0 0 0 1 2 ― 兵庫 平民 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

346 中田敬義 中田敬義 1 0 0 0 0 1 2 1858 − 1943 石川 ― ◎ ― ― ― ― ― 外務省

347 穎川徳俊 穎川徳俊 1 0 0 0 0 1 2 ― 鹿児島 ― ◎ ― ― ― ― ― 内務省

348 永井実治 永井実治 1 0 0 0 0 1 2 ― 鹿児島 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

349 河辺熊三郎 河辺熊三郎 1 0 0 0 0 1 2 ― 熊本 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

350 窪田利盛 窪田利盛 1 0 0 0 0 1 2 ― 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

351 枝元長栄 枝元長栄 1 0 0 0 0 1 2 ― 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

352 上田清輝 上田清輝 1 0 0 0 0 1 2 1839 ※− 1880 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

353 前田利雄 前田利雄 1 0 0 0 0 1 2 ― 鹿児島 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

354 井出正治 井出正治 1 0 0 0 0 1 2 ― 静岡 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

355 一石嵩 一石嵩 1 0 0 0 0 1 2 ― 千葉 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

356 河野通典 河野通典 1 0 0 0 0 1 2 ― 静岡 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

357 高木貞愛 高木貞愛 1 0 0 0 0 1 2 1839 ※− 1881 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

358 国分庵 国分庵 1 0 0 0 0 1 2 ― 三重 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

359 須川善明 須川善明 1 0 0 0 0 1 2 ― 三重 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

360 倉沢忠輝 倉沢忠輝 1 0 0 0 0 1 2 ― 青森 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

361 沢井良孝 沢井良孝 1 0 0 0 0 1 2 ― 青森 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

362 中川清智 中川清智 1 0 0 0 0 1 2 ― 東京 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

363 藤田方寿 藤田方寿 1 0 0 0 0 1 2 ― 東京 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

364 和田知治 和田知治 1 0 0 0 0 1 2 ― 山口 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

365 佐々木素行 佐々木素行 1 0 0 0 0 1 2 ? − 1894 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ◎ 内務省、宮司

366 北村七郎 北村七郎 1 0 0 0 0 1 2 ― 岡山 ― ― ― ― ― ― ― 書肆

367 宝田通文 宝田通文 1 0 0 0 0 1 2 1817 − 1896 京都 ― ◎ ― ― ― ― ― 内務省、国学者

368 佐々忠 佐々忠 1 0 0 0 0 1 2 1845 ※− ? 開拓使 士族 ― ― ― ― ― ― ―

369 森田晋三 森田晋三 1 0 0 0 0 1 2 ― 岡山 ― ◎ ◎ ― ― ◎ ― 教育者、郡書記

370 蘭竹草堂 蘭竹草堂 1 0 0 0 0 1 2 ― ― ― ― ― ― ◎ ― ― ―

371 四屋純三郎 四屋純三郎 0 2 0 0 0 0 2 1854 − 1884 宮崎 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『交詢雑誌』編集

372 矢野文雄 矢野竜渓 0 2 0 0 0 0 2 1850 − 1931 大分 士族 ◎ ― ◎ ― ◎ ― 『報知』副主筆、大蔵省

373 広部精 広部鹿山 0 2 0 0 0 0 2 1854 − 1909 千葉 士族 ○ ― ◎ ― ― ― 『日清新誌』『震海新報』

374 犬養毅 犬養毅 0 2 0 0 0 0 2 1855 − 1932 岡山 平民 ◎ ◎ ◎ ― ― ― 小田県、『報知』記者

375 中塚常 中塚常 0 2 0 0 0 0 2 ― 宮城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 青森県

376 白井道澄 白井道澄 0 2 0 0 0 0 2 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

377 長岡護良 長岡護美 0 2 0 0 0 0 2 1842 − 1906 熊本 華族 ○ ― ― ― ― ― 外務省

378 海上胤平 海上胤平 0 2 0 0 0 0 2 1830 − 1916 千葉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 歌人、山形県

379 柳渓釣史 安川柳溪 0 2 0 0 0 0 2 1820 − 1898 千葉 ― ― ― ― ― ― ― 漢詩人

380 文の屋 村松秀茂 0 2 0 0 0 0 2 1843 − 1923 東京 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 狂歌師、『長野新報』

381 山口千代佐久 山口千代佐久 0 2 0 0 0 0 2 1848 ※− 1906 福島 平民※ ― ◎ ○ ― ― ― 県議長、『福島自由新聞』

382 城所一郎 城所一郎 0 2 0 0 0 0 2 ― 愛知 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議

383 河津祐之 河津孫四郎 0 2 0 0 0 0 2 1849 − 1894 愛知 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 文部省、元老院

384 柳吉 柳沢貞吉 0 2 0 0 0 0 2 ― ― 平民※ ― ― ― ― ― ― 左官

385 杉亨二 杉亨二 0 2 0 0 0 0 2 1828 − 1917 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 正院、統計学者

386 高鋭一 高香雨 0 2 0 0 0 0 2 1833 − 1895 徳島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

387 斎藤幹 斎藤幹 0 2 0 0 0 0 2 ― 東京 平民 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

388 福沢重香 福沢重香 0 2 0 0 0 0 2 ― 愛知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 兵庫県、陸軍省

389 松島十湖 松島十湖 0 2 0 0 0 0 2 1849 − 1926 静岡 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 報徳社、県議、郡長

390 窪田次郎 窪田次郎 0 2 0 0 0 0 2 1835 − 1902 広島 平民 ― ― ― ◎ ― ― 蛙鳴群

391 風柳閑人 前島和橋 0 2 0 0 0 0 2 1837 − 1906 東京 平民 ― ― ◎ ― ― ― 画工、『有喜世新聞』

392 酒井功 酒井功 0 2 0 0 0 0 2 1843 − 1884 福井 士族 ― ― ― ― ― ― 実業家

393 白井道澄 白井道澄 0 2 0 0 0 0 2 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

394 石井信義 石井信義 0 2 0 0 0 0 2 1840 − 1882 岡山 士族 ― ◎ ― ◎ ― ― 蘭方医

395 肝付兼武 肝付兼武 0 2 0 0 0 0 2 1823 − 1887 鹿児島 士族 ― ― ― ― ― ― ―
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396 久島惇徳 久島惇徳 0 2 0 0 0 0 2 ― 和歌山 士族 ― ― ― ― ― ― ―

397 橋爪幸昌 橋爪幸昌 0 2 0 0 0 0 2 1849 ※− ? 青森 士族 ― ― ― ― ― ― ―

398 江口高達 浅見高達 0 2 0 0 0 0 2 1855 − ? 熊本 士族 ○ ― ◎ ― ― ― 協議社、『内外交際新誌』

399 津田儀三郎、津田聴松 津田儀三郎 0 2 0 0 0 0 2 ― 京都 平民 ― ― ― ― ― ― ―

400 藤田喜三郎 藤田喜三郎 0 2 0 0 0 0 2 ― 京都 士族 ― ― ― ― ― ― ―

401 気賀敬太郎 気賀敬太郎 0 2 0 0 0 0 2 ― 静岡 ― ― ― ― ― ― ― 金融業

402 江口高邦 江口高邦 0 1 1 0 0 0 2 ― 熊本 士族 ○ ◎ ○ ― ― ― 『山陽新報』、東京府議

403 気賀林、淡庵気賀林 気賀林右衛門 0 1 1 0 0 0 2 1810 − 1883 静岡 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 地域開発者、製茶業

404 原近知 原近知 0 1 1 0 0 0 2 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 栃木県

405 鳴門義民 鳴門義民 0 1 1 0 0 0 2 1835 − 1914 徳島 平民 ◎ ― ― ― ◎ ― 内務省

406 浅田栗園 浅田宗伯 0 1 1 0 0 0 2 1815 − 1894 長野 士族 ― ― ― ◎ ― ― 東宮侍医

407 島本青宜 島本半七 0 1 1 0 0 0 2 1819 − 1897 東京 ― ― ― ― ― ― ― 俳人

408 武藤凰六 武藤凰六 0 1 0 0 1 0 2 ― 福岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

409 阪谷素 阪谷朗廬 0 1 0 0 1 0 2 1822 − 1881 岡山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 漢学者、司法省

410 広川晴軒、広川徳三郎 広川亀七 0 1 0 0 1 0 2 1803 − 1884 新潟 平民 ― ― ― ― ― ― 洋学者

411 大内青巒 大内青巒 0 1 0 0 0 1 2 1845 − 1918 宮城 平民 ― ― ◎ ― ○ ◎ 仏教家、『明教新誌』

412 半井真澄 半井真澄 0 1 0 0 0 1 2 1843 − 1917 愛媛 士族 ― ― ― ― ― ◎ 宮司

413 波多野承五郎 波多野承五郎 0 1 0 0 0 1 2 1858 − 1929 静岡 士族 ○ ◎ ◎ ― ◎ ― 『報知』記者、東京府議

414 少講義伎人戒心 伎人戒心 0 1 0 0 0 1 2 1839 − 1920 兵庫 ― ― ― ― ― ― ◎ 真言宗学僧

415 平島及平 平島及平 0 1 0 0 0 1 2 ― 熊本 ― ― ― ― ― ― ― 法学校生徒、日大創立者

416 近藤芳樹 近藤芳樹 0 1 0 0 0 1 2 1801 − 1880 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 山口県、国学者

417 伊香八太郎 伊香敬興 0 1 0 0 0 1 2 ― 青森 平民※ ― ― ― ― ― ― 酒造業、国学者

418 今村長善 今村長善 0 0 2 0 0 0 2 ― 新潟 士族 ◎ ― ― ― ― ― 愛媛県、代言人

419 坂正臣 阪正臣 0 0 2 0 0 0 2 1855 − 1931 愛知 平民 ― ― ― ― ◎ ― 歌人、書家

420
若菜屋主人、
若菜左袒爾

若菜貞爾 0 0 2 0 0 0 2 1854 − 1918 千葉 平民 ○ ― ◎ ― ― ― 戯作者、『仮名読』

421 矢島中 矢島中 0 0 2 0 0 0 2 1851 − 1922 栃木 士族 ― ◎ ― ― ― ― 県議、町長

422 信太歌之助 信太歌之助 0 0 2 0 0 0 2 1837 − ? 東京 士族 ○ ― ― ― ― ― 奈良県、鉱山業

423 中重福 中重福 0 0 2 0 0 0 2 ― 東京 ― ◎ ― ― ― ― ― 大審院

424 水越成章 水越成章 0 0 2 0 0 0 2 1849 − 1933 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省、漢詩人

425 内田宣弘 内田宣弘 0 0 2 0 0 0 2 1854 ※− ? 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 島根県

426 瑞穂俊童 瑞穂俊重 0 0 2 0 0 0 2 ― 千葉 ― ― ― ― ― ― ◎ 曹洞宗住職

427 西村時四郎 西村時四郎 0 0 2 0 0 0 2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 代言人

428 永山退叟 永山外記 0 0 2 0 0 0 2 1816 − 1881 群馬 士族 ― ― ― ― ― ― 元前橋藩参政

429 星亨 星亨 0 0 2 0 0 0 2 1850 − 1901 東京 士族 ◎ ― ○ ― ◎ ― 大蔵省、『自由燈』

430 田島弥平 田島邦寧 0 0 2 0 0 0 2 1822 − 1898　 群馬 ― ― ◎ ― ― ― ― 養蚕家

431 手島太長 手島太長 0 0 2 0 0 0 2 1830 − 1890 高知 士族※ ― ― ― ◎ ― ― ―

432 田中安国 田中安国 0 0 2 0 0 0 2 ― 静岡 士族 ― ― ― ― ― ― ―

433 須賀貴三 須賀貴三 0 0 2 0 0 0 2 ― 千葉 ― ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

434 近藤真琴 近藤真琴 0 0 1 0 0 1 2 1831 − 1886 三重 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 海軍省、攻玉社

435 転々堂藍泉 高畠藍泉 0 0 1 0 0 1 2 1838 − 1885 東京 士族 ― ― ◎ ― ― ― 戯作者、『読売』

436 大沢多門 大沢多門 0 0 1 0 0 1 2 1834 − 1906 青森 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長、えんぶり復興者

437 藤井綏明 藤井綏明 0 0 1 0 0 1 2 ― 大阪 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

438 荒木六郎 荒木六郎 0 0 1 0 0 1 2 ― 佐賀 士族 ― ― ― ― ― ― ―

439 坂井喜三郎 藤田軌達 0 0 0 2 0 0 2 ― 青森 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『曙』記者

440 鍵谷竜男 鍵谷竜男 0 0 0 2 0 0 2 ― 岐阜 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『開知新聞』『英風新聞』

441 上床煕載 上床煕載 0 0 0 2 0 0 2 1854 ※− 1889 鹿児島 士族 ○ ― ― ― ― ― 大蔵省

442 松浦正重、松浦政重 松浦正重 0 0 0 2 0 0 2 ― 三重 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

443 橋爪捨蔵 橋爪捨蔵 0 0 0 2 0 0 2 1858 − ? 福島 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

444 田村久井 田村久井 0 0 0 2 0 0 2 1851 − 1926 高知 士族 ― ― ― ― ― ― 兵学寮生徒、陸軍省

445 有待居主人 那珂梧楼 0 0 0 2 0 0 2 1827 − 1879 岩手 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 文部省、『教育新誌』

446 三吉寛 三吉寛 0 0 0 1 0 1 2 ― 山口 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

447 福本克恭 福本如酔 0 0 0 1 0 1 2 ? − 1912 三重 ― ― ― ― ― ― ◎ 神官

448 島地黙雷 島地黙雷 0 0 0 1 0 1 2 1838 − 1911 山口 平民 ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

449 鈴木喜一 鈴木喜一 0 0 0 1 0 1 2 ― 秋田 平民 ― ◎ ― ― ― ― 代言人、県議

450 野口英夫 野口英夫 0 0 0 0 2 0 2 1856 − 1922 徳島 ― ― ◎ ◎ ― ― ― 『甲府日日』主筆、県議

451 森田屋友昇、森田友昇 森田太四郎 0 0 0 0 2 0 2 1834 − ? 東京 ― ― ― ― ― ― ― 鰹節商、俳人

452 諸葛卯之助 諸葛卯之助 0 0 0 0 2 0 2 ― 兵庫 ― ◎ ― ― ― ― ◎ 神奈川県、祠官
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453 比留間雄亮 比留間雄亮 0 0 0 0 2 0 2 1848 − 1900 東京 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

454 小川孝栄 小川秀岳 0 0 0 0 2 0 2 ? − 1904 神奈川 ― ― ― ― ◎ ― ― 三代孝栄

455 杉村濬 杉村濬 0 0 0 0 2 0 2 1849 − 1906 岩手 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 内務省、『横毎』

456 小沢善平 小沢善平 0 0 0 0 2 0 2 1840 − 1904 山梨 平民 ― ― ― ― ― ― 果樹栽培家

457 瓢乎生 加藤瓢乎 0 0 0 0 2 0 2 1856 − 1923 岐阜 ― ― ― ◎ ― ― ― 『読売』、小説家

458 三枝宗啓 三枝宗啓 0 0 0 0 0 2 2 ― 山梨 ― ― ― ○ ― ― ― 『山梨日日新聞』記者

459 小山正武 小山正武 0 0 0 0 0 2 2 1849 − 1924 三重 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省、高知県

460 長谷川四郎 長谷川四郎 0 0 0 0 0 2 2 ― 福島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、千葉県

461 吉田魁光 吉田魁光 0 0 0 0 0 2 2 ― 大分 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大阪府

462 中根明 中根明 0 0 0 0 0 2 2 1861 − ? 青森 士族 ― ― ― ― ― ― 札幌農学校生徒

463 結城祥吾 結城祥吾 0 0 0 0 0 2 2 1862 − ? 青森 士族 ― ― ― ― ― ― 札幌農学校生徒

464 小関義信 小関義信 0 0 0 0 0 2 2 1862 − ? 開拓使 平民 ― ― ― ― ― ― 札幌農学校生徒

465 池月真澄 池月真澄 0 0 0 0 0 2 2 ― 高知 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 司法省、『明治日報』記者

466 近藤信恭 近藤信恭 0 0 0 0 0 2 2 ― 東京 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

467 原田忠寿 原田忠寿 0 0 0 0 0 2 2 ― 熊本 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

468 飯田十 飯田十 0 0 0 0 0 2 2 ― 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

469 香川嘿識 香川黙識 0 0 0 0 0 2 2 1853 − ? 山口 ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

470 田中美喜保 田中美喜保 0 0 0 0 0 2 2 ― 静岡 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 副区長

471 斎藤匪石 斎藤匪石 0 0 0 0 0 2 2 ? − 1888 福岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 福島県

472 中川令辰 中川令辰 0 0 0 0 0 2 2 ― 山口 士族 ― ― ○ ― ― ― 廻船業、『周南』

473 石塚資雄 石塚雪洲 0 0 0 0 0 2 2 1851 − 1930 福井 士族 ― ― ― ― ― ― ―

474 沢田総平 沢田総平 0 0 0 0 0 2 2 ― 千葉 平民 ― ― ― ― ― ― ―

475 加藤懋 加藤懋 0 0 0 0 0 2 2 ― 兵庫※ ― ◎ ― ― ― ― ― 兵庫県

476 永田素行 永田素行 1 0 0 0 0 0 1 ― 愛知 ― ◎ ― ◎ ― ― ― 茨城県、『曙』仮編集長

477 大西重寛 大西重寛 1 0 0 0 0 0 1 ― 三重 ― ― ― ○ ― ― ― 『作新日報』記者

478 浦谷義春 浦谷義春 1 0 0 0 0 0 1 ― 大阪 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 『大阪画入雑誌』、大阪府

479 三富道臣 三富道臣 1 0 0 0 0 0 1 1857 − 1937 長崎 士族 ○ ◎ ○ ― ― ― 『東京輿論新誌』、郡長

480 江口正人 江口高寛 1 0 0 0 0 0 1 1853 − ? 熊本 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『内外交際新誌』監事

481 宇良田玄章 宇良田玄彰 1 0 0 0 0 0 1 1841 − 1903 熊本 平民 ○ ◎ ◎ ― ― ― 戸長、『憂国議事新聞』

482 浅井重光 浅井重光 1 0 0 0 0 0 1 ? − 1886 東京 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 茨城県、『古今詩文詳解』

483 中沢有年 中沢有年 1 0 0 0 0 0 1 1833 ※− ? 高知 ― ◎ ― ― ― ― ― 愛媛県

484 小林華平 小林華平 1 0 0 0 0 0 1 ― 栃木 ― ◎ ― ― ― ― ― 大分県、福岡県

485 小瀬秀太郎 小瀬秀太郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 大阪 平民 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

486 川口大八郎 川口大八郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 長崎 平民 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

487 渡辺融 渡辺融 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

488 岩橋轍輔 岩橋轍輔 1 0 0 0 0 0 1 1835 − 1882 和歌山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省、銀行家

489 岡部伊三郎 岡部伊三郎 1 0 0 0 0 0 1 1848 − 1916 大分 平民 ◎ ― ― ― ― ― 岡山県、更正保護事業

490 井上復斎 井上千太郎 1 0 0 0 0 0 1 1841 − 1908 岡山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 海軍省、漢学者

491 土岐裕 土岐裕 1 0 0 0 0 0 1 1847 − 1907 岐阜 平民 ◎ ― ― ― ― ― 海軍省

492 佐藤信煕 佐藤信煕 1 0 0 0 0 0 1 1840 ※− 1908 静岡 平民 ◎ ― ― ― ― ― 海軍省

493 小笠原勝修 小笠原勝修 1 0 0 0 0 0 1 1822 − 1881 青森 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

494 馬角斎 松浦武四郎 1 0 0 0 0 0 1 1818 − 1888 三重 士族 ◎ ― ― ― ― ― 東京府、探検家

495 渡辺増雄 渡辺増雄 1 0 0 0 0 0 1 ― 三重 ― ◎ ― ― ― ― ― 外務省

496 音無盛臣 音無牧太 1 0 0 0 0 0 1 ― 和歌山 士族 ― ― ― ― ― ― 歌人

497 横川高徳 横川高徳 1 0 0 0 0 0 1 ? − 1884 東京 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 副戸長

498 岡兵一 岡兵一 1 0 0 0 0 0 1 1842 − 1891 青森 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 青森県、内務省、郡長

499 尾上梅幸 尾上菊五郎 1 0 0 0 0 0 1 1844 − 1903 東京 平民 ― ― ― ― ― ― 歌舞伎役者

500 葛西音弥 葛西音弥 1 0 0 0 0 0 1 1834 − 1917 青森 士族 ― ― ― ― ― ― 漢学者

501 松塘釣閣主人 鱸松塘 1 0 0 0 0 0 1 1823 − 1898 千葉 平民 ― ― ― ― ― ― 漢詩人

502 矢土勝之 矢土錦山 1 0 0 0 0 0 1 1849 − 1920 三重 平民 ◎ ― ― ― ― ― 太政官、漢詩人、衆院

503 宮城盛至 宮城三平 1 0 0 0 0 0 1 1820 − 1896 福島 平民 ― ◎ ― ― ― ― 郷頭

504 手島精一 手島精一 1 0 0 0 0 0 1 1849 − 1918 静岡 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 教育家、東京開成学校

505 安田勲 安田勲 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1917 千葉 士族※ ◎ ◎ ― ― ― ― 師範学校教員、県議

506 小林権七 小林権七 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京 平民※ ― ― ― ― ― ― 靴商

507 高橋瀬一郎 高橋瀬一郎 1 0 0 0 0 0 1 1850 − 1907 岐阜 平民 ◎ ◎ ○ ― ― ― 県議、『岐阜日日』記者

508 西尾伝蔵 西尾伝蔵 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1895 静岡 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記、県議

509 林孚一 林孚一 1 0 0 0 0 0 1 1822 − 1892 岡山 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 郡長
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510 宮田温 宮田温 1 0 0 0 0 0 1 ― 静岡 ― ― ― ― ◎ ◎ ― 慶應義塾教員

511 小栗香平 小栗栖香平 1 0 0 0 0 0 1 1858 − 1918 大分 士族 ○ ― ― ― ― ― 慶應義塾塾生、内務省

512 朝倉本生 朝倉本生 1 0 0 0 0 0 1 ― 岡山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

513 村松亀一郎 村松亀一郎 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1928 宮城 士族 ― ◎ ― ― ― ― 県会議長、衆院

514 谷口復四郎 谷口復四郎 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1884 佐賀 士族 ― ◎ ― ― ◎ ― 県議

515 影山正博 影山正博 1 0 0 0 0 0 1 1846 − 1933 福島 士族 ◎ ◎ ○ ― ― ― 県議、『福島自由新聞』

516 田島武平 田島武平 1 0 0 0 0 0 1 1833 − 1910 群馬 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 蚕種製造業、県議

517 吉田台太郎 吉田台太郎 1 0 0 0 0 0 1 ? − 1892 徳島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 高知裁判所

518 山際操 山際操 1 0 0 0 0 0 1 ― 新潟 平民 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

519 谷沢儀右衛門 谷沢儀右衛門 1 0 0 0 0 0 1 ― 大阪※ ― ○ ◎ ― ― ― ― 戸長

520 初谷長太郎 初谷長太郎 1 0 0 0 0 0 1 1848 − 1904 栃木 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 戸長、県議

521 新岩之助 新岩之助 1 0 0 0 0 0 1 ― 埼玉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 埼玉県

522 猪瀬伝一 猪瀬伝一 1 0 0 0 0 0 1 ― 福島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 埼玉県

523 巻退蔵 巻退蔵 1 0 0 0 0 0 1 ― 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 佐賀県

524 岡田逸次郎 岡田逸次郎 1 0 0 0 0 0 1 1839 − 1909 滋賀 平民 ◎ ◎ ― ― ○ ― 滋賀県、県会議長、衆院

525 川添清知 川添清知 1 0 0 0 0 0 1 ― 愛媛 士族 ○ ― ― ― ○ ― 師範学校教員

526 鵜瀞己十 鵜瀞己十 1 0 0 0 0 0 1 ― 山形 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校訓導、埼玉県

527 猪狩勝直 猪狩勝直 1 0 0 0 0 0 1 ? − 1906 宮崎 ― ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校生徒

528 井阪右三 井坂右三 1 0 0 0 0 0 1 1850 − ? 三重 平民 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

529 秋山宣弘 秋山宣弘 1 0 0 0 0 0 1 ― 島根※ ― ◎ ― ○ ― ― ― 島根県、『消夏叢誌』

530 斎藤勝美 斎藤勝美 1 0 0 0 0 0 1 ― 秋田 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

531 立花敬勝 立花敬勝 1 0 0 0 0 0 1 ― 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

532 泉彦九郎 泉彦九郎 1 0 0 0 0 0 1 1843 − ? 茨城 平民 ― ― ― ― ◎ ― 小学校教員

533 大谷玄超 大谷玄超 1 0 0 0 0 0 1 1853 − ? 大分 平民 ― ― ― ― ― ◎ 浄土宗住職

534 斎藤八四郎 斎藤八四郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 福島 平民 ― ― ― ― ― ― 書肆

535 林醇平 林醇平 1 0 0 0 0 0 1 1854 − 1923 岡山 平民 ― ◎ ― ― ― ― 書肆、県議

536 尾川昭円 尾川昭円 1 0 0 0 0 0 1 1850 − ? 愛知 士族 ― ― ― ― ― ◎ 真言宗僧侶

537 福田理軒 福田泉 1 0 0 0 0 0 1 1815 − 1889 大阪 平民 ― ― ○ ― ◎ ― 数学者

538 古川正雄 古川節蔵 1 0 0 0 0 0 1 1837 − 1877 広島 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 海軍省、太政官

539 依田百川 依田学海 1 0 0 0 0 0 1 1833 − 1909 千葉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 正院、文部省

540 松林源九郎 松林源九郎 1 0 0 0 0 0 1 1845 − 1917 長野 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 戸長、製糸業

541 山中友伯 山中友伯 1 0 0 0 0 0 1 1841 − 1917 ― ― ― ― ― ― ― ◎ 宣教師

542 伊沢道一 伊沢道一 1 0 0 0 0 0 1 ― 長崎 ― ◎ ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

543 川目亨一 川目亨一 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1907 静岡 士族 ○ ― ― ― ― ― 大審院

544 笹波萍二 末松謙澄 1 0 0 0 0 0 1 1855 − 1920 福岡 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 太政官、『東日』、衆院

545 天城勲彦 天城勲彦 1 0 0 0 0 0 1 1847 − ? 静岡 平民 ― ◎ ― ― ― ― 地域開発者

546 吉田六三郎 吉田六三郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 埼玉 平民 ◎ ― ― ― ― ― 地租改正局

547 八木長恭 八木長恭 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 東大医学部生徒、衛生技師

548 金子堅太郎 金子堅太郎 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1942 福岡 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 東大予備門教員、貴族院

549 館潔彦 館潔彦 1 0 0 0 0 0 1 1849 − 1927 三重 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

550 上林茂 上林茂 1 0 0 0 0 0 1 ― 京都 平民 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

551 真中忠直 真中忠直 1 0 0 0 0 0 1 1838 − 1906 埼玉 平民 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

552 田中正彝 田中正彝 1 0 0 0 0 0 1 ― 埼玉 平民 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

553 渡辺毅 渡辺毅 1 0 0 0 0 0 1 ― 長崎 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

554 和田維四郎 和田維四郎 1 0 0 0 0 0 1 1856 − 1920 福井 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省、鉱物学者

555 松本景福 松本景福 1 0 0 0 0 0 1 1828 ※− ? 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省、石油会社

556 南部陳 南部陳 1 0 0 0 0 0 1 ― 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省、東京府

557 小向寛雄 小向寛雄 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 長野県、大審院

558 八木正路 八木正路 1 0 0 0 0 0 1 ― 秋田 士族 ◎ ― ― ― ― ― 浜松県、内務省

559 林忠正 林忠正 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1906 富山 士族 ― ― ― ― ― ― 美術商

560 山根福岡県参事 山根秀介 1 0 0 0 0 0 1 1840 − 1891 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 福岡県、司法省

561 山辺丈夫 山辺丈夫 1 0 0 0 0 0 1 1851 − 1920 島根 士族 ― ― ― ― ― ― 紡績業

562 吉岡弘毅 吉岡弘毅 1 0 0 0 0 0 1 1847 − 1932 岡山 平民 ― ― ― ― ― ◎ 牧師

563 平田義訓 平田義訓 1 0 0 0 0 0 1 ― 岡山 ― ◎ ― ― ― ― ― 三潴県

564 松平太郎 松平正親 1 0 0 0 0 0 1 1839 − 1909 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 三潴県、外務省

565 奥宮健之 奥宮健之 1 0 0 0 0 0 1 1857 − 1911 高知 士族 ― ― ― ― ― ― 車会党

566 河野広中 河野磐州 1 0 0 0 0 0 1 1849 − 1923 福島 士族 ◎ ◎ ○ ― ― ― 磐前県、県会議長



成蹊大学文学部紀要　第 50 号（2015） 167

主な筆名 本名・別称等
投書掲載数

生没年
本籍また
は出身地

族籍
投書時前後の職業等

東
日

報
知

朝
野 曙 横

毎
真
事 計 官

員
名
望

新
聞

医
師

教
育

宗
教 職業詳細

567 永江純一 永江純一 1 0 0 0 0 0 1 1853 − 1917 福岡 ― ― ◎ ― ― ― ― 実業家、県議

568 松尾芳道 松尾芳道 1 0 0 0 0 0 1 1849 − 1891 佐賀 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 名東県、県議

569 奥田栄世 奥田栄世 1 0 0 0 0 0 1 ― 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 文部省、滋賀県

570 中川艮二 中川艮二 1 0 0 0 0 0 1 1826 − ? 千葉 ― ◎ ― ― ◎ ― ― 文部省、種痘医

571 転野継太 転野継太 1 0 0 0 0 0 1 ― 秋田 ― ◎ ― ― ― ― ― 山形県

572 彰枝堂主人 国沢新九郎 1 0 0 0 0 0 1 1848 − 1877 高知 士族 ― ― ― ― ― ― 洋画家

573 鮫島宗儀 鮫島宗儀 1 0 0 0 0 0 1 ― 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、秋田県

574 秋月新 秋月天放 1 0 0 0 0 0 1 1839 − 1913	 大分 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 陸軍省、貴族院

575 石塚左玄 石塚左玄 1 0 0 0 0 0 1 1851 − 1909 福井 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

576 矢島玄四郎 矢島玄四郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 青森 平民 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

577 諏訪内甚蔵 諏訪内甚蔵 1 0 0 0 0 0 1 1824 − 1891 青森 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― リンゴ栽培創始者

578 安濃恒生 安濃恒生 1 0 0 0 0 0 1 1832 − 1899 秋田 平民 ― ― ― ― ― ◎ 宮司

579 隈川宗悦 隈川宗悦 1 0 0 0 0 0 1 1838 − 1902 福島 士族 ― ― ― ◎ ― ― 共立東京病院

580 石坂雄五 石坂雄吾 1 0 0 0 0 0 1 ― 群馬 平民 ― ◎ ― ― ― ― 銀行頭取

581 沖野嘉太郎 沖野嘉太郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 石川 ― ― ― ― ◎ ◎ ― 慶應義塾医学所

582 杉村次郎 杉村次郎 1 0 0 0 0 0 1 ? − 1895 滋賀 士族 ○ ― ― ― ― ― 農商務省、工手学校

583 色川国士 色川国士 1 0 0 0 0 0 1 ― ― 華族 ― ― ― ― ― ― 攻玉舎

584 兼松房次郎 兼松房治郎 1 0 0 0 0 0 1 1845 − 1913 大阪 平民※ ― ― ○ ― ― ― 実業家、『大阪毎日新聞』

585 西村勝三 西村勝三 1 0 0 0 0 0 1 1836 − 1907 千葉 士族 ― ◎ ― ― ― ― 製靴業、実業家

586 書肆和泉屋善兵衛 牧野善兵衛 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京※ ― ― ― ― ― ― ― 書物問屋行事

587 熊田文十郎 熊田文十郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 福島 平民※ ― ― ― ― ― ― 生糸商

588 松本喜三郎 松本喜三郎 1 0 0 0 0 0 1 1825 − 1891 熊本 平民※ ― ― ― ― ― ― 生人形師

589 田中東吾 田中東吾 1 0 0 0 0 0 1 1849 − ? 京都 ― ― ― ― ― ― ― 製茶貿易商

590 斎藤一馬 斎藤一馬 1 0 0 0 0 0 1 1850 − 1930 福島 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 千葉県

591 金沢卯右衛門 金沢卯右衛門 1 0 0 0 0 0 1 1828 − 1881 大阪 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 地域奉仕家、区長

592 西田明則 西田明則 1 0 0 0 0 0 1 1827 − 1906 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、土木技術者

593 岩本廉蔵 岩本廉蔵 1 0 0 0 0 0 1 1831 − 1916 鳥取 平民 ― ◎ ― ― ― ― 農村指導者

594 川上清哉 川上清哉 1 0 0 0 0 0 1 1854 − 1895 新潟 ― ― ― ― ◎ ― ― 悲虫病研究者

595 白井政夫 白井政夫 1 0 0 0 0 0 1 ― 長野 平民 ― ― ― ― ― ― 北洲舎

596 藤井諸照 藤井諸照 1 0 0 0 0 0 1 1852 − 1926 東京 士族 ― ― ― ― ― ― 三菱会社

597 荒川太二 荒川太二 1 0 0 0 0 0 1 1836 − 1893 新潟 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 内務省、県議

598 金峰中丸生 中丸精十郎 1 0 0 0 0 0 1 1840 − 1895 山梨 平民 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、洋画家

599 安藤義重 安積勝弥 1 0 0 0 0 0 1 1845 − ? 福島 士族 ◎ ◎ ― ― ◎ ◎ 祠官、戸長

600 岡田金蔵 岡田金蔵 1 0 0 0 0 0 1 1804 ※− 東京 平民 ― ― ― ― ― ― ―

601 海瀬重固 海瀬重固 1 0 0 0 0 0 1 1846 ※− 静岡 平民 ― ― ― ― ― ― ―

602 管荘次郎 管荘次郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 三重 平民 ― ― ― ― ― ― ―

603 吉村嘉作 吉村嘉作 1 0 0 0 0 0 1 ― 福岡 士族 ― ― ― ― ― ― ―

604 吉村明道 吉村明道 1 0 0 0 0 0 1 ― 愛知 士族 ― ― ― ― ― ― ―

605 吉田平二朗 吉田平二朗 1 0 0 0 0 0 1 ― 京都 平民 ― ― ― ― ― ― ―

606 百々俊彦 百々俊彦 1 0 0 0 0 0 1 ― 京都 士族 ― ― ― ◎ ― ― ―

607 古谷長次郎 古谷長次郎 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京 平民 ― ― ― ― ― ― ―

608 三橋惇 三橋惇 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京 平民 ― ― ― ― ― ― ―

609 小島百之 小島百之 1 0 0 0 0 0 1 ― 東京 平民 ― ― ― ― ― ― ―

610 大師堂正義 大師堂正義 1 0 0 0 0 0 1 1843 ※− ? 富山 士族 ― ― ― ― ― ― ―

611 田頭祐寧 田頭祐寧 1 0 0 0 0 0 1 ― 岩手 士族 ― ― ― ― ― ― ―

612 美濃部繁栄 美濃部繁栄 1 0 0 0 0 0 1 ― 静岡 士族 ― ― ― ― ― ― ―

613 林丑人 林丑人 1 0 0 0 0 0 1 ― 熊本 士族 ― ― ― ― ― ― ―

614 桑原啓一 桑原啓一 1 0 0 0 0 0 1 ― 群馬 平民 ― ― ― ― ― ― ―

615 松山可澄 松山可澄 1 0 0 0 0 0 1 ― 石川 士族 ― ― ― ― ― ― ―

616 松田秀軒 松田秀軒 1 0 0 0 0 0 1 ― 茨城 ― ― ― ― ◎ ― ― ―

617 谷田鼎 谷田鼎 1 0 0 0 0 0 1 1853 − ? 三重 士族 ― ― ― ― ― ― ―

618 岡谷繁実 岡谷繁実 1 0 0 0 0 0 1 1835 − 1920 群馬 士族 ◎ ― ― ― ― ◎ 内務省、宮司

619 大島良一 大島良一 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ◎ ― ― ― ― ― ロシア語通訳

620 四釜吶 四竈訥治 1 0 0 0 0 0 1 1854 − 1928 東京※ ― ― ― ○ ― ○ ― 『音楽雑誌』

621 柴崎吟之助 柴崎吟之助 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 地主

622 村岡融仙 村岡融仙 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ◎ 真言宗僧侶

623 高須市郎兵衛 高須市郎兵衛 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 呉服太物商
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624 樽俊之助 樽俊之助 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 地主

625 杉山孫六 杉山孫六 1 0 0 0 0 0 1 ― 静岡※ 士族※ ― ― ― ― ― ◎ 同人社

626 安井勇平 安井勇平 1 0 0 0 0 0 1 ― 香川 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議

627 日下帰一 日下帰一 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ◎ ― ― ― 『開農雑誌』

628 宮原金矢 宮原金矢 1 0 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ◎ ― 恒徳女学校校長

629 田部長右衛門長秋 田部長右衛門 1 0 0 0 0 0 1 1850 − 1942 島根 士族 ― ◎ ― ― ― ― 貴族院

630 根岸千引 根岸千引 1 0 0 0 0 0 1 ― 埼玉 平民 ― ― ― ― ― ― ―

631 佐々田信久 佐々田信久 1 0 0 0 0 0 1 1854 ※− ? 島根 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長

632 宮崎蘇庵 宮崎蘇庵 0 1 0 0 0 0 1 ― 佐賀 士族 ― ― ○ ― ― ― 『かなしんぶん』編集掛

633 箕浦勝人 箕浦勝人 0 1 0 0 0 0 1 1854 − 1929 大分 士族 ◎ ◎ ◎ ― ◎ ― 『報知』主筆、師範学校長

634 河上謹一 河上謹一 0 1 0 0 0 0 1 1856 − 1945 山口 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『講学余談』

635 村上俊吉 村上俊吉 0 1 0 0 0 0 1 1847 − 1916 東京 士族※ ― ― ◎ ― ― ◎ 『七一雑報』編集長、牧師

636 菊池三渓 菊池純太郎 0 1 0 0 0 0 1 1819 − 1891 和歌山 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『西京日日新聞』編集

637 永江為政 永江為政 0 1 0 0 0 0 1 1861 − 1925 愛媛 士族 ― ― ○ ― ― ― 『大阪毎日新聞』記者

638 角田真平 角田真平 0 1 0 0 0 0 1 1857 − 1919 静岡 平民 ― ◎ ○ ― ― ― 『函右日報』、東京府議

639 城井国綱 城井国綱 0 1 0 0 0 0 1 ― 福岡 平民 ― ◎ ― ― ― ― 愛知県、東京市議

640 桑原清三 桑原清三 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

641 松本月城 松本月城 0 1 0 0 0 0 1 ― 山口 平民 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

642 石崎鼎五 石崎鼎吾 0 1 0 0 0 0 1 1849 − 1893 栃木 士族 ― ― ― ◎ ― ― 開業医、民権家

643 三浦良三 三浦良三 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 海軍省

644 鏑木融 鏑木融 0 1 0 0 0 0 1 ? − 1892 千葉 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 海軍省

645 酒井忠郁 酒井忠郁 0 1 0 0 0 0 1 ― 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

646 仁木信義 仁木信義 0 1 0 0 0 0 1 1847 − ? 開拓使 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

647 田島定邦 田島定邦 0 1 0 0 0 0 1 ― 群馬 平民 ○ ― ― ― ― ― 開拓使

648 富田貞賢 富田貞賢 0 1 0 0 0 0 1 ― 長野 士族※ ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

649 上田絅二 乙骨亘 0 1 0 0 0 0 1 1844 − 1888 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使、内務省

650 黒田清隆 黒田清隆 0 1 0 0 0 0 1 1840 − 1900 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

651 川上邦士 川上邦士 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 外務省

652 矢野次郎 矢野次郎 0 1 0 0 0 0 1 1845 − 1906 神奈川 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 外務省、商法講習所

653 伊地知貞馨 伊地知徳之助 0 1 0 0 0 0 1 1826 − 1887 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 外務省、内務省

654 中井梅成 中井新九郎 0 1 0 0 0 0 1 1802 − 1884 東京 平民 ― ― ― ― ― ― 歌人

655 重埜成斎 重野安繹 0 1 0 0 0 0 1 1827 − 1910 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 漢学者、太政官、貴族院

656 岡崎亀雄 岡崎亀雄 0 1 0 0 0 0 1 1854 ※− ? 三重 士族 ○ ― ○ ― ― ― 大蔵省、政談社

657 青柳高鞆 青柳高鞆 0 1 0 0 0 0 1 1840 − 1892 千葉 士族 ― ― ◎ ― ― ◎ 宮司、『やまと叢誌』

658 森田佐平 森田昌興 0 1 0 0 0 0 1 1835 − 1893 岡山 平民 ◎ ◎ ◎ ― ― ― 区長、『小田県新聞』

659 松平忠敏 松平忠敏 0 1 0 0 0 0 1 1818 − 1882 愛知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 宮内省

660 林洞海 林梅仙 0 1 0 0 0 0 1 1813 − 1895 福岡 士族 ◎ ― ― ◎ ○ ― 宮内省、蘭方医

661 小沢泰 小沢泰 0 1 0 0 0 0 1 1840 − 1913 岡山 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡長

662 岡部松坡 岡部啓五郎 0 1 0 0 0 0 1 1837 − 1902 福岡 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 群馬県、県議

663 茂貫利 茂貫利 0 1 0 0 0 0 1 ― 宮城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

664 平山市兵衛 平山市兵衛 0 1 0 0 0 0 1 ― 福島 ― ― ◎ ― ― ― ― 県議

665 佐藤里治 佐藤里治 0 1 0 0 0 0 1 1850 − 1913 山形 平民 ― ◎ ○ ― ― ― 県議、『山形毎日新聞』

666 石丸当素 石丸当素 0 1 0 0 0 0 1 ― 山形 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 元老院、県議

667 松林伯円 松林伯円 0 1 0 0 0 0 1 1832 − 1905 茨城 平民※ ― ― ― ― ― ― 講談師

668 石川一口 石川一口 0 1 0 0 0 0 1 ? − 1886 大阪 平民 ― ― ◎ ― ― ― 講談師、『劇場雑誌』

669 及川恒信 及川良寿 0 1 0 0 0 0 1 1830 − 1907 岩手 士族※ ― ― ― ◎ ― ― 国学者

670 落合直澄 落合直澄 0 1 0 0 0 0 1 1840 − 1891 東京 平民 ― ― ― ― ― ◎ 国学者、宮司

671 中西弘縄 中西啓次郎 0 1 0 0 0 0 1 1822 −	1916 三重 ― ― ― ― ― ― ◎ 国学者、神職

672 天野三郎 天野三郎 0 1 0 0 0 0 1 1853 − 1930 埼玉 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長、郡書記、衆院

673 鹿島重好 鹿島重好 0 1 0 0 0 0 1 1830 − 1892 鳥取 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長、県議

674 増田岳陽 増田貢 0 1 0 0 0 0 1 1825 − 1899 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 左院、師範学校教員

675 桐村克己 桐村克己 0 1 0 0 0 0 1 ― 大分 士族 ― ― ― ◎ ― ― 歯科医

676 内田常矩 内田常矩 0 1 0 0 0 0 1 ? − 1899 滋賀 平民 ◎ ― ― ― ― ― 滋賀県、司法省

677 佐野嘉衛 佐野嘉衛 0 1 0 0 0 0 1 ― 三重 士族 ― ― ― ― ― ― 私塾

678 長野松斎 長野松斎 0 1 0 0 0 0 1 1810 − 1878 秋田 ― ― ― ― ― ― ― 私塾

679 鳥山啓 鳥山啓 0 1 0 0 0 0 1 1837 − 1914 和歌山 士族 ○ ― ― ― ◎ ― 師範学校教員

680 松木直己 松木直己 0 1 0 0 0 0 1 1854 − ? 大分 士族 ◎ ― ◎ ― ◎ ― 『民間雑誌』、師範学校長
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681 有馬純雄 有馬藤太 0 1 0 0 0 0 1 1837 − 1927 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

682 宇陀太郎 宇陀太郎 0 1 0 0 0 0 1 1838 − 1890 奈良 ― ◎ ― ― ― ― ― 愛知県、代言人

683 村上慎終 村上慎終 0 1 0 0 0 0 1 ― 鳥取 士族 ◎ ― ― ― ― ― 島根県

684 北庭つくば 北庭筑波 0 1 0 0 0 0 1 1842 − 1887 東京 平民※ ― ― ◎ ― ― ― 写真師、『脱影夜話』

685 椎名秀胤 椎名秀胤 0 1 0 0 0 0 1 1851 − 1912 香川 士族 ― ― ― ― ― ― 衆院

686 佐藤連之助 佐藤連之助 0 1 0 0 0 0 1 ? − 1884 青森 士族 ― ― ― ― ― ― 柔術師範

687 宇田健斎 宇田健斎 0 1 0 0 0 0 1 1819 − 1883 京都 平民 ― ― ― ◎ ◎ ― 儒者、私塾

688 那須平七郎 那須平七郎 0 1 0 0 0 0 1 1847 − 1917 和歌山※ 平民※ ― ― ― ― ― ― 酒造業

689 弘田篤徳 弘田篤徳 0 1 0 0 0 0 1 1804 − 1874 高知 士族 ― ― ― ◎ ― ― 種痘医

690 小林隣之助 小林隣之助 0 1 0 0 0 0 1 ― 長野 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

691 一の倉貫一 一ノ倉貫一 0 1 0 0 0 0 1 1856 − 1922 岩手 平民 ○ ― ○ ― ◎ ― 師範学校教員、衆院

692 山口惣兵衛 山口惣兵衛 0 1 0 0 0 0 1 1818 ※− ? 宮城 平民 ― ― ― ― ― ― 商人

693 板倉胤臣 板倉胤臣 0 1 0 0 0 0 1 1840 − 1895 千葉 士族※ ― ◎ ○ ― ― ― 醤油製造業、県議、衆院

694 起晋堂主人 起晋堂茂兵衛 0 1 0 0 0 0 1 ― 山口 平民※ ― ― ― ― ― ― 書肆※

695 雲英晃耀 雲英晃耀 0 1 0 0 0 0 1 1831 − 1910 愛知 ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

696 竜湖霊鳳 竜湖霊鳳 0 1 0 0 0 0 1 1858 − 1881 石川※ ― ― ― ― ― ○ ◎ 真宗僧侶

697 川田剛 川田剛 0 1 0 0 0 0 1 1830 − 1896 岡山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 太政官、貴族院

698 安川繁成 安川繁成 0 1 0 0 0 0 1 1839 − 1906 群馬 士族 ◎ ― ― ― ― ― 正院、工部省、衆院

699 依田柴浦 依田十太郎 0 1 0 0 0 0 1 ― 千葉 士族 ― ― ― ― ― ― 製靴業

700 斎藤友徳 斎藤友徳 0 1 0 0 0 0 1 ― 福岡 ― ― ― ― ― ― ― 代言人

701 手島俊甫 手島俊甫 0 1 0 0 0 0 1 1845 − 1904 鳥取 ― ― ◎ ― ― ― ― 町長

702 市岡正一 市岡正一 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京 士族 ― ― ― ― ― ― 著述業

703 花房景仰 花房景仰 0 1 0 0 0 0 1 1852 − ? 島根 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 東京府

704 山内伸蔵 山内伸蔵 0 1 0 0 0 0 1 ― 兵庫 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 豊岡県、郡書記

705 新井田清吉 新井田清吉 0 1 0 0 0 0 1 ― 北海道 ― ― ― ― ― ― ― 屯田兵

706 大森解谷 大森惟中 0 1 0 0 0 0 1 1844 − 1908 東京 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 内務省、『翻訳文範』

707 長野宗臣 長野宗臣 0 1 0 0 0 0 1 1842 − 1902 大分 平民 ◎ ― ― ― ― ― 地租改正局、東京美術学校

708 小林戸五郎 小林戸五郎 0 1 0 0 0 0 1 1845 − ? 新潟 平民 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

709 児玉春房 児玉春房 0 1 0 0 0 0 1 ― 群馬 士族 ◎ ― ― ― ― ― 奈良県、東京府

710 前田泰一 前田泰一 0 1 0 0 0 0 1 1846 − 1884 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ◎ ◎ 兵庫県、キリスト教

711 宮崎陳平 宮崎陳平 0 1 0 0 0 0 1 ― 静岡 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 副区長

712 松原新三 松原泰貞 0 1 0 0 0 0 1 1834 − 1881 新潟 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 副区長、県議

713 諏訪内源司 諏訪内源司 0 1 0 0 0 0 1 1845 − 1911 青森 士族※ ◎ ◎ ― ― ◎ ― 副戸長、郡書記

714 片山国嘉 片山国嘉 0 1 0 0 0 0 1 1855 − ? 静岡 ― ― ― ― ― ― ― 法医学者

715 喜多村香城 喜多村栲窓 0 1 0 0 0 0 1 1804 − 1876 東京 士族 ― ― ― ◎ ― ― 元奥医師

716 如電 大槻如電 0 1 0 0 0 0 1 1845 − 1931 東京 平民 ◎ ― ◎ ― ― ◎ 文部省

717 近藤鎮三 近藤昌綱 0 1 0 0 0 0 1 1849 − 1894 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 文部省、司法省

718 松浦安仁 松浦安仁 0 1 0 0 0 0 1 1850 ※− ? 三重 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

719 松本良彦 松本良彦 0 1 0 0 0 0 1 ― 福岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

720 青木尚絅 青木適齊 0 1 0 0 0 0 1 1845 − ? 福井 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

721 石黒忠悳 石黒忠悳 0 1 0 0 0 0 1 1845 − 1941 新潟 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省、貴族院

722 早川省義 早川省義 0 1 0 0 0 0 1 1852 − 1903 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

723 不識道人 鳥尾小弥太 0 1 0 0 0 0 1 1848 − 1905 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、貴族院

724 遠藤慎司 遠藤慎司 0 1 0 0 0 0 1 1853 − 1932 和歌山 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 陸軍省

725 多屋寿平治 多屋寿平治 0 1 0 0 0 0 1 1843? − 1904 和歌山 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 林業、町議

726 真野健治 真野健治 0 1 0 0 0 0 1 1857 − 1909 岐阜 士族※ ― ― ― ◎ ― ― 弓道家

727 蘆野巻蔵 蘆野巻蔵 0 1 0 0 0 0 1 1851 ※− 1877 新潟 ― ― ― ― ― ◎ ― 慶應義塾教員

728 三条西季知卿 三条西季知卿 0 1 0 0 0 0 1 1811 − 1880 東京 華族 ◎ ― ― ― ― ― 宮内省

729 西村賢八郎 通新舎 0 1 0 0 0 0 1 1845 ※− ? ― 士族 ― ― ― ― ― ― 元彰義隊隊長

730 高梨正治 高梨正治 0 1 0 0 0 0 1 1862 − ? 千葉 平民 ○ ― ― ― ○ ― 師範学校生徒

731 金沢金三郎 金沢金三郎 0 1 0 0 0 0 1 1841 − 1903 青森 平民※ ― ― ― ― ― ― 西洋果樹導入者

732 住屋忠次郎 住屋忠次郎 0 1 0 0 0 0 1 ― ― 平民※ ― ― ― ― ― ― 唐物商

733 耕山塚原直 塚原周蔵 0 1 0 0 0 0 1 1847 − ? 茨城 ― ○ ― ― ― ― ― 農商務省

734 奥平貞幹 奥平三左衛門 0 1 0 0 0 0 1 1817 − 1882 愛媛 士族 ― ― ― ― ― ― 農政家

735 東杵庵主人 穂積勝重 0 1 0 0 0 0 1 1825 − 1892 東京 士族 ― ― ― ― ― ― 俳諧教導職

736 栗田万次郎 栗田万次郎 0 1 0 0 0 0 1 ? − 1900 鳥取 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 本草学者、『東日』

737 中島載 中島宣之助 0 1 0 0 0 0 1 ― 愛媛 士族 ― ― ― ― ― ― ―
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738 佐藤伊之吉 佐藤伊之吉 0 1 0 0 0 0 1 1851 ※− ? 山形 平民 ― ― ― ― ― ― ―

739 山沢感 山沢感 0 1 0 0 0 0 1 1829 ※− ? 東京 士族 ― ― ― ― ― ― ―

740 寺田敬二郎 寺田敬二郎 0 1 0 0 0 0 1 1854 − ? 茨城 平民 ― ― ― ― ― ― ―

741 酒井省吾 酒井省吾 0 1 0 0 0 0 1 ― 埼玉 平民 ― ― ― ― ― ― ―

742 杉浦政信 杉浦正信 0 1 0 0 0 0 1 1825 ※− ? 茨城 士族 ― ― ― ― ― ― ―

743 青地基治 青地基治 0 1 0 0 0 0 1 ― 石川 士族 ― ― ― ― ― ― ―

744 大野太衛 大野雲潭 0 1 0 0 0 0 1 ― 山口 士族 ― ― ― ― ― ― ―

745 野川湘東 野川杏平 0 1 0 0 0 0 1 1839 − 1917 岐阜 ― ― ― ― ◎ ― ― ―

746 吉田安平 吉田安平 0 1 0 0 0 0 1 1819 − 1881 群馬 ― ― ― ― ― ― ― ―

747 伊藤銓一郎 伊藤銓一郎 0 1 0 0 0 0 1 1852 − ? 長崎 士族 ― ― ― ― ― ― ―

748 山田信胤 山田信胤 0 1 0 0 0 0 1 1819 ※− 1889 宮城 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ◎ 区長、神官

749 児玉氏光 児玉氏光 0 1 0 0 0 0 1 1821 ※− 1897 長野 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 元名主

750 熊谷千邦 熊谷千邦 0 1 0 0 0 0 1 1806 ※− 1879 山口※ ― ― ― ― ◎ ― ― 元岩国藩医

751 円城半右衛門 円城半右衛門 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京※ 平民※ ― ― ― ― ― ― 薬種商、地主

752 山出辰太郎 山出辰太郎 0 1 0 0 0 0 1 1856 − ? 三重 士族 ― ― ― ― ◎ ― 私塾

753 島屋一介 島屋一介 0 1 0 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 書肆

754 上野太右衛門 上野太右衛門 0 1 0 0 0 0 1 ― 栃木 ― ― ◎ ― ― ― ― 郵便取扱役

755 大久保英助 大久保英助 0 1 0 0 0 0 1 ― 茨城※ ― ― ◎ ― ― ― ― 郡村総代

756 中村吉兵衛 中村吉兵衛 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京※ ― ― ― ― ― ― ― 地主

757 原田規朗 原田規朗 0 1 0 0 0 0 1 ― 東京 ― ○ ◎ ― ― ― ― 戸長、学区取締

758 佐伯真満 佐伯真満 0 0 1 0 0 0 1 1844 − 1894 秋田 平民 ◎ ◎ ◎ ― ― ― 『仙台新聞』、郡長

759 西村隼太郎 西村隼太郎 0 0 1 0 0 0 1 ― ― 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『公文通誌』発行者

760 矢野駿男 矢野駿男 0 0 1 0 0 0 1 ? − 1884 熊本 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『采風新聞』『近事評論』

761 桑野鋭 桑野顧柳 0 0 1 0 0 0 1 1858 − 1929 福岡 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『評論新聞』『東京新誌』

762 林包明 林包明 0 0 1 0 0 0 1 1852 − 1920 高知 士族 ― ― ○ ― ◎ ― 『東洋自由新聞』

763 海野寿二 海野寿二 0 0 1 0 0 0 1 ― 鹿児島 平民 ― ― ○ ― ― ― 『能弄戯珍誌』編集長

764 佐川環 佐川環 0 0 1 0 0 0 1 ― 島根※ ― ― ― ○ ― ― ― 『八雲新聞』記者

765 安芸弟一郎 安芸弟一郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 徳島※ ― ― ― ◎ ― ― ― 『普通新聞』編集長

766 高谷胖 高谷鶴峰 0 0 1 0 0 0 1 ? − 1895 大分 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『奎運鳴盛録』

767 青木正興 青木正興 0 0 1 0 0 0 1 ― 岩手 士族 ◎ ― ― ― ― ― 岩手県

768 倉永安基 倉永安基 0 0 1 0 0 0 1 ― 熊本 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 大蔵省、郡書記

769 木村利文 木村利文 0 0 1 0 0 0 1 ― 京都 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

770 外山正一 外山正一 0 0 1 0 0 0 1 1848 − 1900 静岡 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 開成学校教授

771 宇喜多秀穂 宇喜多秀穂 0 0 1 0 0 0 1 1859 − 1936 香川 士族※ ― ― ― ― ◎ ― 学農社、農政家

772 相沢朮 相沢高尚 0 0 1 0 0 0 1 1825 − 1904 新潟 士族※ ― ― ― ◎ ― ― 歌人

773 丸岡南陔 丸岡伝蔵 0 0 1 0 0 0 1 1825 − 1886 新潟 平民 ― ― ― ― ― ― 漢詩人

774 江頭正五郎 江頭正五郎 0 0 1 0 0 0 1 1852 − 1914 神奈川 平民 ― ◎ ― ― ◎ ― 教育者

775 伍堂卓爾 伍堂卓爾 0 0 1 0 0 0 1 1844 − 1918 石川 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

776 土方功 土方功 0 0 1 0 0 0 1 ― 千葉 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

777 都築温 都築温 0 0 1 0 0 0 1 1845 − 1885 愛媛 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡長、県議

778 菊池武煕 菊池武煕 0 0 1 0 0 0 1 ― 香川 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡長、県議

779 横山徳渓 横山権三郎 0 0 1 0 0 0 1 1834 − 1876 長崎 士族※ ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

780 藤江堪蔵 藤江堪蔵 0 0 1 0 0 0 1 ― 栃木 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

781 松村文次郎 松村文次郎 0 0 1 0 0 0 1 1839 − 1913 新潟 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 県会議長

782 東海林重太郎 東海林重太郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 秋田 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議

783 湯山寿介 湯山寿介 0 0 1 0 0 0 1 1858 − 1923 静岡 平民 ― ◎ ― ― ― ― 県議

784 野口弥六郎 野口弥六郎 0 0 1 0 0 0 1 1849 − 1920 栃木 ― ― ◎ ― ― ― ― 県議

785 岡田好成 岡田好成 0 0 1 0 0 0 1 ― 島根 士族 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

786 高橋鶴洲 高橋喜惣治 0 0 1 0 0 0 1 1850 − ? 千葉 ― ○ ◎ ― ― ― ― 戸長、県議

787 菊村徳 菊村徳 0 0 1 0 0 0 1 ― 大分 士族 ◎ ― ― ― ― ― 佐賀県

788 林多一郎 林多一郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 千葉 平民 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校教員

789 蔭山政紀 蔭山政紀 0 0 1 0 0 0 1 ― 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

790 橋口蔚覃 橋口蔚覃 0 0 1 0 0 0 1 ― 鹿児島 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

791 師岡毅 師岡毅 0 0 1 0 0 0 1 ― 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

792 山本与助 山本与助 0 0 1 0 0 0 1 ― 大阪 平民 ― ― ◎ ― ― ― 商人、『浪華新聞』

793 北尾万三郎 北尾万三郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 大阪 平民 ― ― ― ― ― ― 書肆

794 大林昌範 大林昌範 0 0 1 0 0 0 1 1852 − 1896 愛知 ― ― ― ― ― ― ◎ 真言宗僧侶
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795 金浦正弘 金浦正弘 0 0 1 0 0 0 1 ― 石川 平民 ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

796 石上北天 石上北天 0 0 1 0 0 0 1 ― 富山 ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

797 石川舜台 石川舜台 0 0 1 0 0 0 1 1842 − 1931 石川 平民 ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

798 平山成一郎 平山成信 0 0 1 0 0 0 1 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 正院、外務省、貴族院

799 真島景耀 真島景耀 0 0 1 0 0 0 1 ― 東京 ― ◎ ― ― ◎ ― ― 太政官

800 大津寄主一 大津寄主一 0 0 1 0 0 0 1 ― 岡山 平民 ◎ ― ― ― ― ― 太政官

801 村田信平 村田信平 0 0 1 0 0 0 1 ― 東京※ 平民 ― ◎ ― ― ― ― 町総代人

802 川上綏之 川上綏之 0 0 1 0 0 0 1 ― ― ― ◎ ― ― ― ― ― 東京府

803 関根［	］次郎 関根［	］次郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 栃木 平民 ◎ ― ― ― ― ― 栃木県

804 吉富忠干 吉富忠干 0 0 1 0 0 0 1 ― 長崎 士族 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

805 滝脇信敏 松平信敏 0 0 1 0 0 0 1 1851 − 1887 東京 華族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

806 伊東巳代治 伊東巳代治 0 0 1 0 0 0 1 1857 − 1934 長崎 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 内務省、『東日』社長

807 八木朋直 八木朋直 0 0 1 0 0 0 1 1841 − 1929 山形 士族 ◎ ― ― ― ― ― 新潟県、銀行家

808 西川八十二郎 西川八十二郎 0 0 1 0 0 0 1 ? − 1876 滋賀※ ― ◎ ― ― ― ― ― 大審院

809 茂手木慶信 茂手木慶信 0 0 1 0 0 0 1 1849 ※− 1909 茨城 平民 ○ ― ― ― ― ― 大審院

810 池谷佐平 池谷佐平 0 0 1 0 0 0 1 1837 − 1921 静岡 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 貿易商、町議、県議

811 樋口愛之助 樋口客嶽 0 0 1 0 0 0 1 1843 − 1925 長野 ― ― ― ― ― ― ◎ 祠官

812 本間季明 本間季明 0 0 1 0 0 0 1 ― 岩手 士族 ◎ ― ― ― ― ― 水沢県、大審院

813 中目尚真 中目尚真 0 0 1 0 0 0 1 ― 宮城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 宮城県

814 入間川重遠 入間川重遠 0 0 1 0 0 0 1 ― 岩手 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 宮城県、郡長

815 木城花野 木城花野 0 0 1 0 0 0 1 1822 − 1879 静岡 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 模範女学校教員

816 中村良春 中村良春 0 0 1 0 0 0 1 1849 − 1907 埼玉 ― ◎ ― ― ― ― ― 文部省

817 海老原鼎五 海老原鼎五 0 0 1 0 0 0 1 ― 宮崎 ― ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

818 緒方惟準 緒方惟準 0 0 1 0 0 0 1 1843 − 1909 大阪 士族 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

819 大河内正質 大河内正質 0 0 1 0 0 0 1 1844 − 1901 東京 華族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省、宮内省

820 藤堂景泰 藤堂景泰 0 0 1 0 0 0 1 ― 京都 ― ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

821 林通嘉 林通嘉 0 0 1 0 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

822 秦源祐 秦源祐 0 0 1 0 0 0 1 1837 − 1916 東京※ ― ― ― ― ― ― ― 回船問屋、区会議長

823 青沼正大 青沼正大 0 0 1 0 0 0 1 1853 ※− ? 長野 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校教員

824 広瀬宰平 広瀬宰平 0 0 1 0 0 0 1 1828 − 1914 滋賀 平民 ― ― ― ― ― ― 別子銅山総支配人、実業家

825 森田六三郎 森田六三郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 東京※ 平民 ― ― ― ― ― ― 植木商

826 成瀬蔵 成瀬蔵 0 0 1 0 0 0 1 1845 − ? 静岡 士族 ― ― ― ― ― ― 石油会社社員

827 三輪信次郎 三輪信次郎 0 0 1 0 0 0 1 1854 − 1943 石川 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 大蔵省、衆院

828 棚橋絢女 棚橋絢子 0 0 1 0 0 0 1 1839 − 1939 大阪 平民 ― ― ― ― ◎ ― 教育者

829 高木友枝 高木友枝 0 0 1 0 0 0 1 1858 − 1943 福島 ― ― ― ― ◎ ― ― 東大医科大学生徒

830 酒井覚酔 酒井覚酔 0 0 1 0 0 0 1 ― 兵庫 士族 ― ― ◎ ― ― ― 筆墨商

831 中島操 中島操 0 0 1 0 0 0 1 ― 福島 平民 ― ― ― ― ― ― ―

832 藤本箭山 藤本箭山 0 0 1 0 0 0 1 1815 − 1878 大分 ― ― ― ― ◎ ― ― ―

833 内海毅 内海毅 0 0 1 0 0 0 1 ― 東京 平民 ― ― ― ― ― ― ―

834 園山喜三右衛門 園山喜三右衛門 0 0 1 0 0 0 1 ― 島根 平民 ― ― ◎ ― ― ― 書肆

835 井上十蔵 井上十蔵 0 0 1 0 0 0 1 ― （筑摩） 士族 ◎ ― ― ― ― ― 筑摩県

836 宮崎定穀 宮崎定穀 0 0 1 0 0 0 1 1841 − 1886 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

837 村瀬譲 村瀬譲 0 0 1 0 0 0 1 ― 和歌山 ― ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省、私塾

838 石場瓢斉 石場瓢斎 0 0 1 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ◎ ― ― ― 『横毎』、俳人

839 宇津木克巳 宇津木克巳 0 0 1 0 0 0 1 ― ― ― ― ― ◎ ― ― ― 『朝野』

840 鈴木暢 鈴木惟一 0 0 1 0 0 0 1 1845 − 1909 ― ― ― ― ― ― ◎ ― 開成学校教員

841 佐々木泰吉 佐々木泰吉 0 0 1 0 0 0 1 1857 − ? 秋田 平民※ ― ― ― ― ― ― ―

842 木下周一 木下周一 0 0 1 0 0 0 1 1851 − 1907 佐賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

843 伊東二郎 掬養社主人 0 0 1 0 0 0 1 ― 長崎 ― ◎ ― ― ― ― ― 私塾、陸軍省

844 常井誠一郎 常井誠一 0 0 1 0 0 0 1 ― 長崎※ 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『攪眠新誌』

845 谷口彦三郎 谷口彦三郎 0 0 1 0 0 0 1 ― 新潟※ 平民※ ― ◎ ― ― ― ― 郵便取扱役

846 鈴木知言 茜陵樵夫 0 0 1 0 0 0 1 1844 − 1908 静岡 士族 ◎ ― ― ― ○ ― 工部省、大蔵省

847 箱田千代太 箱田千代太 0 0 0 1 0 0 1 ― 群馬 平民 ― ― ◎ ― ― ― 『東京絵入』記者

848 石井雅太郎 石井雅太郎 0 0 0 1 0 0 1 ― 茨城 平民 ― ◎ ○ ― ― ― 『茨城演説叢誌』、県議

849 栗原亮一 栗原亮一 0 0 0 1 0 0 1 1855 − 1911 三重 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『草莽雑誌』、衆院

850 松川杢造 松川杢造 0 0 0 1 0 0 1 ― 熊本※ ― ― ― ◎ ― ― ― 『中外評論』『文明新誌』

851 中村武雄 岡本武雄 0 0 0 1 0 0 1 1847 − 1893 三重 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 磐井県、『曙』『東日』
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852 岡本武輝 岡本武輝 0 0 0 1 0 0 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 岡山県

853 関寛 関寛 0 0 0 1 0 0 1 1830 − 1912 千葉 平民 ― ― ― ◎ ― ― 開業医

854 金井允釐 金井小三郎 0 0 0 1 0 0 1 1837 − 1886 山形 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省

855 雑賀豊太朗 雑賀豊太朗 0 0 0 1 0 0 1 1857 − 1902 大阪 平民 ― ― ◎ ― ― ― 劇作家、『大阪新聞』

856 岩間滴 岩間滴 0 0 0 1 0 0 1 1811 − 1891 青森 平民※ ― ― ― ― ― ◎ 国学者、神官

857 鵜飼信敏 鵜飼信敏 0 0 0 1 0 0 1 ― 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

858 内村義城 内村義城 0 0 0 1 0 0 1 ― 東京 平民 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

859 菊池武摸 菊池武摸 0 0 0 1 0 0 1 ? − 1877 愛媛 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

860 中村一能 中村一能 0 0 0 1 0 0 1 1842 − 1927 東京 ― ◎ ― ◎ ― ― ― 警視庁、『真砂新聞』

861 桧垣常伯 桧垣常伯 0 0 0 1 0 0 1 1856 − ? 三重 士族 ― ― ― ― ― ◎ 神官

862 大崎行智 大崎行智 0 0 0 1 0 0 1 1839 − 1884 新潟 平民 ― ― ― ― ― ◎ 真言宗僧侶

863 今西茂顕 今西茂顕 0 0 0 1 0 0 1 ? − 1896 高知 士族 ― ― ― ― ― ― 代言人

864 本多潤 本多潤 0 0 0 1 0 0 1 ― 長崎 ― ― ― ― ― ○ ― 代言人

865 板倉中 板倉春峰 0 0 0 1 0 0 1 1856 − 1938 千葉 士族※ ― ◎ ◎ ― ― ― 『東海新報』、衆院

866 中山勘三 中山勘三 0 0 0 1 0 0 1 ― 滋賀 士族 ― ◎ ― ― ― ― 代言人、県議

867 南正次 南正次 0 0 0 1 0 0 1 1834 − 1910 大分 平民 ◎ ― ― ― ― ― 福岡県

868 山本秀煌 山本秀煌 0 0 0 1 0 0 1 1857 − 1943 京都 士族 ― ― ― ― ― ◎ 牧師

869 牧野康民 牧野康民 0 0 0 1 0 0 1 1841 − 1882 長野 華族 ― ― ― ― ― ― 元藩主

870 毛利元徳 毛利元徳 0 0 0 1 0 0 1 1839 − 1896 山口 華族 ― ― ― ― ― ― 元藩主、貴族院

871 堀尾信徴 堀尾信徴 0 0 0 1 0 0 1 1812 ※− ? 岡山 平民 ◎ ― ― ― ― ― 岡山県

872 大石凝真素美 大石凝真素美 0 0 0 1 0 0 1 1832 − 1913 三重 ― ― ― ― ― ― ― 国学者

873 田近陽一郎 田近陽一郎 0 0 0 1 0 0 1 1836 − 1901 大分 士族 ― ― ― ― ― ◎ 国学者、宮司

874 福原有信 福原有信 0 0 0 1 0 0 1 1848 − 1924 千葉 士族※ ◎ ― ― ◎ ― ― 資生堂薬舗会社

875 中川伊右衛門 中川伊右衛門 0 0 0 1 0 0 1 1847 − 1885 和歌山 平民 ― ◎ ― ― ― ― 醤油醸造業、県議

876 島本仲通 島本北洲 0 0 0 1 0 0 1 1833 − 1893 高知 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 北洲舎、『自由新聞』

877 西島祐吉 西島祐吉 0 0 0 1 0 0 1 ― 福岡 士族 ― ― ― ― ― ― ―

878 井上高格 井上高格 0 0 0 1 0 0 1 1831 − 1893 徳島 士族 ― ― ― ― ― ― 自助社、衆院

879 加藤煕 加藤桜老 0 0 0 1 0 0 1 1811 − 1884 茨城 士族 ◎ ― ○ ― ― ― 教部省、『大同新報』

880 黒崎信 黒崎信 0 0 0 1 0 0 1 1853 − 1936 栃木 平民 ― ― ― ― ― ― 攻玉社

881 山田敬正 山田敬正 0 0 0 1 0 0 1 1857 − ? 静岡 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

882 吉川亀 吉川亀 0 0 0 1 0 0 1 1857 − 1928 ― ― ― ― ― ― ― ◎ 牧師

883 藤森善一 藤森善一 0 0 0 1 0 0 1 1845 ※− ? 長野 平民※ ― ― ― ― ― ― 農業

884 飯野忠一 桃の屋鶴彦 0 0 0 1 0 0 1 1836 − 1914 静岡※ ― ― ― ― ― ― ― 狂歌師

885 斎藤彝三郎 斎藤彝三郎 0 0 0 1 0 0 1 1848 ※− 1894 秋田 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省、大審院

886 藤田重道 藤田重道 0 0 0 1 0 0 1 ― 福島 士族 ― ― ― ― ― ― 工部大学生徒

887 林義衛 林義衛 0 0 0 1 0 0 1 ? − 1890 福島 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

888 吉川直簡 吉川直簡 0 0 0 1 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 代言人

889 弘瀬就良 弘瀬就良 0 0 0 1 0 0 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 代言人

890 坪井信良 坪井信良 0 0 0 0 1 0 1 1823 − 1904 新潟 士族※ ― ― ◎ ◎ ― ― 『医事雑誌』編集者

891 金子精一 金子精一 0 0 0 0 1 0 1 1847 − 1888 群馬 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 秋田県、『中外工業新報』

892 三森幹雄 三森幹雄 0 0 0 0 1 0 1 1829 − 1910 福島 平民 ― ― ○ ― ― ― 『俳諧明倫雑誌』社主

893 松園忠貫 松園忠貫 0 0 0 0 1 0 1 ― 長崎 士族 ― ― ○ ― ― ― 『明治日報』

894 戸島巽 戸島巽 0 0 0 0 1 0 1 ― 秋田 ― ◎ ― ― ― ― ― 秋田県

895 梅村周二 梅村周二 0 0 0 0 1 0 1 ― 千葉 平民 ◎ ― ― ― ― ― 大蔵省

896 吉田昌七郎 吉田昌七郎 0 0 0 0 1 0 1 ― 福岡 平民 ― ― ― ― ― ― 学農社

897 妻木狷介 妻木狷介 0 0 0 0 1 0 1 ? − 1890 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 神奈川県

898 琴通舎 杉山孝次郎 0 0 0 0 1 0 1 1831 − 1886 東京 平民 ― ― ― ― ― ― 狂歌師

899 丸井一堂 丸井一堂 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

900 山下八蔵 山下八蔵 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

901 小池貞一 小池貞一 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 平民 ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記

902 石川順三郎 石川順三郎 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 郡書記

903 萩原太郎 萩原太郎 0 0 0 0 1 0 1 1828 − 1904 神奈川 士族※ ◎ ◎ ― ― ― ― 郡書記、県議

904 丹羽与三郎 丹羽与三郎 0 0 0 0 1 0 1 1840 − 1916 愛知 士族 ○ ◎ ― ― ― ◎ 郡書記、神職

905 堤幹巳 堤幹巳 0 0 0 0 1 0 1 ― 徳島 ― ◎ ― ― ― ― ― 高知県

906 権田直助 権田直助 0 0 0 0 1 0 1 1809 − 1887 埼玉 平民 ― ― ― ◎ ― ◎ 国学者、祠官

907 井伊又兵衛 井伊又兵衛 0 0 0 0 1 0 1 ― 東京※ 平民※ ― ― ― ― ― ― 質商

908 大原邦三郎 大原邦三郎 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 平民※ ○ ◎ ― ― ― ― 質商、副戸長
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909 羽生久亮 羽生久亮 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 地主、副戸長

910 国司政亮 国司政亮 0 0 0 0 1 0 1 ― 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 司法省

911 平塚梅花 平塚梅花 0 0 0 0 1 0 1 1807 ※− 1890 東京※ ― ― ― ― ― ― ◎ 僧侶、俳人

912 長谷川喬 長谷川喬 0 0 0 0 1 0 1 1852 − 1912 福井 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大審院

913 荒波孫四郎 荒波孫四郎 0 0 0 0 1 0 1 1835 − 1903 神奈川 平民 ○ ◎ ― ― ― ― 地域開発者、戸長

914 小川泰堂 小川泰堂 0 0 0 0 1 0 1 1814 − 1878 神奈川 ― ― ― ― ◎ ― ― 二代孝栄

915 漆間真 漆間真学 0 0 0 0 1 0 1 1859 − 1934 徳島 士族 ― ― ○ ― ― ― 北辰社、『同盟改進新聞』

916 田島弥九郎 田島鉄心 0 0 0 0 1 0 1 ― 群馬 ― ○ ― ― ― ― ◎ 郵便局長

917 宮島義信 宮島義信 0 0 0 0 1 0 1 1837 − 1920 新潟 ― ― ― ― ◎ ― ― 横浜十全病院

918 熊谷伊助 熊谷伊助 0 0 0 0 1 0 1 ? − 1876 岩手 平民※ ― ― ― ― ― ― 呉服商

919 中島久平 中島久平 0 0 0 0 1 0 1 1825 − 1888 埼玉 平民※ ― ― ― ― ― ― 織物商

920 柏木武太郎 柏木武太郎 0 0 0 0 1 0 1 ― 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 千葉県

921 水上梅吉 水上梅吉 0 0 0 0 1 0 1 ― 神奈川 平民 ― ― ― ― ― ― 貿易商

922 白鳥昌順 白鳥昌順 0 0 0 0 1 0 1 ― 東京※ ― ― ― ― ◎ ― ― ―

923 後藤昌文 後藤昌文 0 0 0 0 1 0 1 1826 − 1895 岐阜 ― ― ― ― ◎ ― ― 癩病専門医

924 長島修吾 長島修吾 0 0 0 0 1 0 1 ― ― ― ― ― ― ◎ ― ― ―

925 永井碌 永井呂久 0 0 0 0 1 0 1 1855 − 1922 静岡 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 工部省、『読売新聞』

926 久保田彦作 竹柴幸次 0 0 0 0 0 1 1 1846 − 1898 東京※ 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『仮名読』『歌舞伎新報』

927 小山代三郎 小山代三郎 0 0 0 0 0 1 1 ? − 1878 ― ― ― ― ◎ ― ― ― 『仮名読』編集長代理

928 津田永胤 津田永胤 0 0 0 0 0 1 1 ― 京都 士族 ― ― ― ― ― ― 『東京朝日』記者（Ｍ 23 頃）

929 河原田新 河原田新 0 0 0 0 0 1 1 1854 − ? 愛媛 平民 ― ― ○ ― ― ― 『愛媛新聞』

930 斎木貴彦 斎木貴彦 0 0 0 0 0 1 1 ― 愛知 士族 ― ― ◎ ― ― ― 『真事誌』『新潟新聞』

931 城慶度 城慶度 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 平民 ◎ ― ◎ ― ― ― 『東京ふりかな新聞』

932 安江静 安江静 0 0 0 0 0 1 1 1845 − 1915 岐阜 平民 ― ― ― ― ― ◎ 大宮司

933 秋月殻 秋月殻 0 0 0 0 0 1 1 ― 大分 ― ◎ ― ― ― ― ― 大分県

934 石山貞家 石山貞家 0 0 0 0 0 1 1 ― 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 海軍省

935 増沢和平 増沢和平 0 0 0 0 0 1 1 ― 山梨 士族 ◎ ― ― ― ― ― 海軍省

936 外山友之介 外山友之介 0 0 0 0 0 1 1 ― 新潟 平民 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

937 簗瀬真 簗瀬真精 0 0 0 0 0 1 1 1838 − ? 福島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 開拓使

938 石田忠恒 石田忠恒 0 0 0 0 0 1 1 ? − 1887 香川 ― ○ ― ― ― ― ― 香川県、郷土史家

939 館友右衛門 館通因 0 0 0 0 0 1 1 1826 − 1904 三重 ― ― ― ― ― ― ― 歌人

940 平井則正 平井則正 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 平民 ― ― ― ◎ ― ― 脚気病院

941 上野尚志 上野健蔵 0 0 0 0 0 1 1 1811 − 1884 長野 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 学校訓導

942 松原暉邑 松原暉邑 0 0 0 0 0 1 1 ― 三重 平民 ◎ ― ― ― ― ― 岐阜県

943 木幡栄周 木幡栄周 0 0 0 0 0 1 1 1825 − 1880 宮崎 ― ― ― ― ― ◎ ― 教育者、都城学校

944 小山健三 小山健三 0 0 0 0 0 1 1 1858 − 1923 埼玉 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校教員、群馬県

945 石田真平 石田真平 0 0 0 0 0 1 1 ― 京都 平民 ― ◎ ― ― ― ― 府議

946 大原美能理 大原美能理 0 0 0 0 0 1 1 1838 − 1902 京都 平民 ― ― ― ― ― ◎ 宮司

947 上杉吉寧 上杉吉寧 0 0 0 0 0 1 1 ― 青森 士族※ ◎ ◎ ― ― ― ― 区長

948 大芦顕三 大芦顕三 0 0 0 0 0 1 1 ― 青森※ ― ◎ ◎ ― ― ― ― 区長

949 御代信成 御代信成 0 0 0 0 0 1 1 ― 秋田 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 区長、郡長

950 白川敏儒 白川敏儒 0 0 0 0 0 1 1 ― 兵庫 平民 ◎ ― ○ ― ― ― 熊本県、『神戸新報』記者

951 倉内覚平 倉内覚平 0 0 0 0 0 1 1 ― 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

952 田村五郎 田村五郎 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 平民 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

953 柏原正鎮 柏原正鎮 0 0 0 0 0 1 1 ― 鹿児島 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

954 富永繁之 富永繁之 0 0 0 0 0 1 1 ― 福岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁、内務省

955 印部俊平 印部俊平 0 0 0 0 0 1 1 ― 兵庫 ― ― ◎ ― ― ― ― 県議

956 二神深蔵 二神深蔵 0 0 0 0 0 1 1 1845 − 1920 愛媛 士族 ― ◎ ― ― ― ― 県議

957 帆足亮吉 帆足亮吉 0 0 0 0 0 1 1 1835 − 1885 大分 士族 ― ◎ ― ― ○ ― 県議

958 原田隆造 原田隆造 0 0 0 0 0 1 1 1846 ※− ? 広島 平民 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

959 市川義夫 市川義夫 0 0 0 0 0 1 1 ― 広島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 工部省

960 藤島常興 藤島常興 0 0 0 0 0 1 1 1828 − 1898 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 正院、工部省

961 野崎熊太郎 仮名垣熊太郎 0 0 0 0 0 1 1 1858 ※− 1886 東京 平民 ○ ― ― ― ― ― 工部省

962 肥田景粛 肥田笠庵 0 0 0 0 0 1 1 1815 − 1898 宮崎 ― ― ― ― ― ― ― 国学者

963 五十嵐七郎平 五十嵐七郎平 0 0 0 0 0 1 1 ― 石川 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 戸長、県議

964 沢田正一 沢田正一 0 0 0 0 0 1 1 ― 大阪 平民 ◎ ― ― ― ― ― 堺県

965 中島精一 中島精一 0 0 0 0 0 1 1 1848 − 1941 長野 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 蚕種業、県議、郡長
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966 浅岡一 浅岡一 0 0 0 0 0 1 1 1851 − 1926 福島 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 師範学校教員

967 麻生貞樹 麻生貞樹 0 0 0 0 0 1 1 1837 − 1919 大分 士族 ◎ ◎ ― ― ◎ ― 師範学校長、郡長

968 松根権六 松根権六 0 0 0 0 0 1 1 ? − 1911 愛媛 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大審院

969 立岩一郎 立岩総五郎 0 0 0 0 0 1 1 1839 − 1901 山形 士族 ◎ ◎ ― ― ― ― 大審院、郡長

970 坂崎斌 坂崎斌 0 0 0 0 0 1 1 1853 − 1913 高知 士族 ◎ ― ◎ ― ◎ ― 『教会新聞』、司法省

971 岡田宜友 岡田宜友 0 0 0 0 0 1 1 ― （新治） 士族 ◎ ― ― ― ― ― 島根県、青森県

972 永谷新二 永谷新二 0 0 0 0 0 1 1 ― 熊本 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

973 山口一轍 山口一轍 0 0 0 0 0 1 1 ― 千葉 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

974 市川義賢 市川義賢 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

975 案山子田中陞 田中陞 0 0 0 0 0 1 1 ― 青森 ― ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

976 依田千柄 依田千柄 0 0 0 0 0 1 1 ― ― ― ― ― ― ― ◎ ― 小学教員

977 川島元盈 川島元盈 0 0 0 0 0 1 1 ― 長崎 士族 ― ― ― ― ◎ ― 小学教員

978 中尾彦頼 中尾彦頼 0 0 0 0 0 1 1 ― 三重 平民 ― ― ― ― ◎ ― 小学校校長

979 和泉屋市兵衛 山中市兵衛 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 平民 ― ◎ ― ― ― ― 書肆、府議

980 吉堀慈恭 吉堀慈恭 0 0 0 0 0 1 1 1844 − 1890 千葉 平民 ― ― ― ― ― ◎ 真言宗僧侶

981 渥美契縁 渥美契縁 0 0 0 0 0 1 1 1840 − 1906 三重 ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

982 高木契則 高木契則 0 0 0 0 0 1 1 1853 − ? 三重 ― ― ― ― ― ― ◎ 真宗僧侶

983 大洲鉄然 大洲鉄然 0 0 0 0 0 1 1 1834 − 1902 山口 ― ◎ ― ◎ ― ― ◎ 真宗僧侶

984 松林哲五郎 松林源之助 0 0 0 0 0 1 1 1858 − 1923 長野 平民 ― ― ― ― ― ― 製糸業

985 西潟訥 西潟八雲 0 0 0 0 0 1 1 1838 − 1915 新潟 ― ◎ ― ― ― ― ― 文部省、大審院

986 島田頼九郎 島田頼九郎 0 0 0 0 0 1 1 ― 長崎 士族 ◎ ― ― ― ― ― 大審院

987 谷元亨 谷元亨 0 0 0 0 0 1 1 ― 高知 士族 ◎ ― ― ― ― ― 太政官

988 上田竜雄 上田竜雄 0 0 0 0 0 1 1 1852 − 1909 長野 平民※ ◎ ◎ ― ― ― ― 地域開発者

989 角谷信之 角谷信之 0 0 0 0 0 1 1 ― 千葉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 千葉県

990 上田良貞 上田良貞 0 0 0 0 0 1 1 1846 − 1883 鹿児島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

991 小山高章 小山高章 0 0 0 0 0 1 1 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 敦賀県

992 会田忠三 会田忠三 0 0 0 0 0 1 1 ― 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 東京府

993 佐藤信哉 佐藤信哉 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 士族 ◎ ― ― ― ― ― 栃木県

994 篠川直 篠川直 0 0 0 0 0 1 1 1839 ※− 1917 兵庫 士族 ◎ ― ― ― ― ― 豊岡県

995 相馬主計 相馬主殿 0 0 0 0 0 1 1 1843 ※− 1875 ※ 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 豊岡県

996 中島干城 中島干城 0 0 0 0 0 1 1 ― 広島 士族 ◎ ― ― ― ― ― 内務省、広島県

997 幸島操蔵 幸島操蔵 0 0 0 0 0 1 1 ― 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 奈良県、島根県

998 富沢純蔵 富沢純蔵 0 0 0 0 0 1 1 ― 岩手 平民 ◎ ― ― ― ― ― 新潟県

999 石田補 石田補 0 0 0 0 0 1 1 ― 茨城 士族 ― ― ― ― ― ― 農業

1000 唐華陽 神田孝平 0 0 0 0 0 1 1 1830 − 1898 岐阜 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 兵庫県令

1001 伊秩道久 伊秩道久 0 0 0 0 0 1 1 ― 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 福岡県、大審院

1002 柴田藤蔵 柴田藤蔵 0 0 0 0 0 1 1 ― 静岡 ― ◎ ◎ ― ― ― ― 副区長

1003 小野清照 小野清照 0 0 0 0 0 1 1 1851 − 1924 静岡 士族 ◎ ― ― ― ◎ ― 陸軍省、仏語教師

1004 山崎弘 山崎弘 0 0 0 0 0 1 1 ― 岡山 士族 ◎ ― ― ― ― ― 北条県、鹿児島県

1005 須子為明 須子為明 0 0 0 0 0 1 1 ― 山口 士族 ◎ ― ― ― ― ― 三重県、秋田県

1006 太田吉廸 太田吉廸 0 0 0 0 0 1 1 ― 三重 士族 ◎ ― ― ― ― ― 三重県

1007 上村順道 上村順道 0 0 0 0 0 1 1 ― （足柄） 士族 ◎ ― ― ― ― ― 水沢県

1008 森泰 森泰 0 0 0 0 0 1 1 1831 − 1880 福岡 士族 ◎ ― ◎ ― ― ― 三潴県、『筑紫新聞』

1009 千葉胤寛 千葉胤寛 0 0 0 0 0 1 1 ― 兵庫 ― ◎ ― ― ― ― ― 名東県

1010 竹本憲正 竹本憲正 0 0 0 0 0 1 1 ― 香川 士族 ◎ ― ― ― ― ― 名東県

1011 広瀬常 広瀬常 0 0 0 0 0 1 1 1855 − ? 静岡 士族 ― ― ― ― ― ― 森有礼の妻

1012 飯田恒男 飯田恒男 0 0 0 0 0 1 1 ? − 1892 茨城 平民 ◎ ― ― ― ― ― 文部省、青森県

1013 安藤正胤 安藤正胤 0 0 0 0 0 1 1 1847 − 1926 静岡 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 文部省、眼科医

1014 河野照三 河野照三 0 0 0 0 0 1 1 ― 熊本 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

1015 室町温興 室町温興 0 0 0 0 0 1 1 ? − 1891 茨城 平民 ◎ ― ― ◎ ― ― 陸軍省

1016 常友節 常友節 0 0 0 0 0 1 1 ― 広島 ― ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

1017 森山直太郎 森山直太郎 0 0 0 0 0 1 1 ― 大分 ― ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

1018 浅井道博 浅井道博 0 0 0 0 0 1 1 1843 − 1885 静岡 士族 ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

1019 矢彦知充 矢彦水香 0 0 0 0 0 1 1 1832 − 1920 長野 ― ◎ ― ― ― ― ― 陸軍省

1020 設楽九皐 設楽九皐 0 0 0 0 0 1 1 ― 静岡 ― ◎ ― ― ― ◎ ― 陸軍省、師範学校長

1021 宮路助三郎 宮路助三郎 0 0 0 0 0 1 1 ? − 1887 静岡 士族 ― ― ― ― ― ― 共同運輸支配人

1022 山口広江 山口親常 0 0 0 0 0 1 1 1824 − 1899 大分 士族 ― ― ― ― ― ― 殖産家
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教
育

宗
教 職業詳細

1023 児玉仲児 児玉仲児 0 0 0 0 0 1 1 1849 − 1909 和歌山 平民 ◎ ◎ ○ ― ― ― 大蔵省、県会議長、郡長

1024 沢辺正修 沢辺正修 0 0 0 0 0 1 1 1856 − 1886 京都 士族※ ― ◎ ○ ― ◎ ― 天橋義塾、府議

1025 原坦山 原坦山 0 0 0 0 0 1 1 1819 − 1892 福島 士族 ― ― ― ― ― ◎ 曹洞宗僧侶

1026 山井氏親 山井氏親 0 0 0 0 0 1 1 1857 − ? ― 華族 ― ― ― ― ― ― ―

1027 小倉和平 小倉和平 0 0 0 0 0 1 1 1851 ※− ? 千葉 平民 ― ― ― ― ― ― ―

1028 清田嘿 清田黙 0 0 0 0 0 1 1 ― 静岡 士族 ― ― ― ― ― ― ―

1029 大村邦英 大村邦英 0 0 0 0 0 1 1 ― 東京 士族 ― ― ― ― ― ― ―

1030 白井秀達 白井秀達 0 0 0 0 0 1 1 ― 大阪 平民 ― ― ― ― ― ― ―

1031 小池中属 小池友謙 0 0 0 0 0 1 1 ― 茨城 士族 ◎ ― ― ― ― ― 福島県

1032 榊原五百枝 榊原五百枝 0 0 0 0 0 1 1 ― 愛知※ ― ― ― ― ― ― ◎ 神官

1033 平地公作 平地公作 0 0 0 0 0 1 1 ― 三重 平民 ― ― ― ― ― ― 小学校生徒

1034 天野半九郎 小林更平 0 0 0 0 0 1 1 ― 岐阜 士族 ― ― ― ― ― ― ―

1035 永田胤禎 永田胤禎 0 0 0 0 0 1 1 ― 滋賀 士族 ◎ ― ― ― ― ― 宮内省

1036 近藤欽一郎 近藤欽一郎 0 0 0 0 0 1 1 ― 千葉 士族 ◎ ― ― ― ― ― 警視庁

1037 稲垣春陽 稲垣春陽 0 0 0 0 0 1 1 ― 三重 ― ― ― ― ◎ ― ◎ 神職

（注１）表中の「※」は推定、「?」は不明、「―」は不明もしくは該当なしをあらわす。
（注２）	「投書時前後の職業等」欄のうち、「名望」は名望家、「新聞」は新聞・雑誌関係者、「教育」は教育関係者、「宗教」は宗教関係者をそれぞれ示す。なお名望家は厳密には

職業ではないが、本リストでは幕末期に豪農等であった者以外にも、明治初年に県議や郡長・郡書記、区長などをつとめた者も名望家に分類しているため、職業に準ず
るものとして扱った。

（注３）	「投書時前後の職業等」欄の「◎」は 1870 年代（以降も含む）、「○」は 1880 年代以降に各職業に関与していたことを示す。ただし、名望家は期間を区切ること自体適切
でないため、また医師、宗教関係者については職業の特殊性を考慮し、上記の区別はしていない。

（注４）	「職業詳細」欄では、判明した職業を可能なかぎり示したが、欄内に入りきらなかった者については、1870 年代における主要な職業を優先的に示している。「東京府」な
どの府県名は地方官庁を示す。県議や郡書記などの場合、本籍地（または出身地）と勤務地が同一府県である場合、府県名は省略している。「衆院」「貴族院」はそれぞ
れ衆議院、貴族院の議員であったことを示す。


